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本
稿
は
、
明
治
国
家
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
を
政
策
課
題
と
し
て
考
察
す
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
地
方
自
治
制
度
が
明
治
期
の
政
治
指
導
者
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
、
政
策
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
か
を
政
治
史
的
文
脈
の
中
で
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
原
点
、
な
い
し
前
史
と
し
て
木
戸
孝
允
の
政
策
構
想
で
あ
る
分
権
論
を
検
討
し
た
い
。
最
初
に
、
明
治
国
家
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の
原
点
を
探
る
上
で
興
味
深
い
挿
話
を
紹
介
し
よ
う
。
昭
和
一
三
年
四
月
一
一
一
日
皇
居
前
広
場
の
特
設
会
場
に
お
い
て
「
地
方
自
治
制
発
布
五
十
周
年
記
念
式
」
が
天
皇
臨
席
の
下
に
近
衛
文
麿
首
相
や
末
次
信
正
内
相
以
下
の
閣
僚
、
さ
ら
に
は
全
国
の
府
県
知
事
や
市
町
村
長
な
ど
一
万
人
を
越
は
じ
め
に
法
政
史
学
第
五
十
号
木
戸
孝
允
覚
書
ｌ
分
権
論
を
中
心
と
し
て
Ｉ
え
る
出
席
者
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
、
起
点
と
さ
れ
た
の
は
明
治
二
一
年
四
月
に
公
布
さ
れ
た
市
制
・
町
村
制
で
あ
る
。
今
日
こ
の
式
典
は
、
そ
の
約
二
ヶ
月
前
に
国
会
の
貴
族
院
議
場
で
開
催
さ
れ
た
「
憲
法
発
布
五
十
年
祝
賀
式
典
」
の
陰
に
隠
れ
て
、
思
い
起
こ
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
地
方
自
治
制
度
に
つ
い
て
は
満
五
○
年
、
大
日
本
帝
国
憲
法
に
つ
い
て
は
数
え
五
○
年
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
年
数
計
算
に
よ
り
な
が
ら
、
両
式
典
が
同
年
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
憲
法
と
地
方
自
治
制
度
と
の
密
接
な
関
係
を
象
徴
す
（１）
るものとい》えよう。しかし、両者の制定当初にさかのぼっ
て
み
る
と
、
対
立
す
る
二
つ
の
考
え
方
が
あ
り
、
両
者
は
必
ず
し
も
密接な関係として捉えられていた訳ではなかった。即ち、
市制・町村制を始め府県制・郡制（明治一一三年五月公布）
（２）
など地方自治制度の創設者を自負する山県有朋は、憲法発
長
井
純
市 四
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布
と
国
会
開
設
と
い
う
立
憲
制
度
の
開
始
に
先
立
っ
て
地
方
自
治
制
度
を
導
入
し
て
国
民
を
公
務
に
練
熟
さ
せ
て
お
き
た
い
と
い
う
持
論
を
有
し
て
い
た
が
、
一
方
、
憲
法
制
定
の
中
心
で
あ
っ
た
伊
藤
博
文
は
地
方
自
治
制
度
の
導
入
は
憲
法
発
布
の
後
で
よ
い
と
の
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
。
山
県
の
地
方
自
治
制
度
へ
の
取
り
組
み
は
、
伊
藤
の
憲
法
制
定
作
業
に
対
抗
す
る
政
策
課
題
で
あ
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
味
で
も
山
県
に
と
っ
て
伊
藤
の
考
え
方
は
受
け
入
（３）
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
両
者
の
競
ム
ロ
的
関
係
を
踏
ま
え
た
上
で
、
五
○
年
の
年
月
を
経
て
両
方
を
同
時
期
に
顕
彰
す
る
式
典
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
な
ら
ば
、
明
治
国
家
の
後
継
者
は
、
山
県
の
考
え
方
を
事
実
上
認
め
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
山
県
が
地
方
自
治
制
度
の
創
設
者
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
国
家
的
行
事
に
よ
っ
て
改
め
て
確
認
さ
れ
、
公
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
山
県
は
「
生
涯
一
介
の
武
弁
」
で
あ
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
た
が
、
そ
の
彼
が
地
方
自
治
制
度
に
取
り
組
む
に
至
っ
た
き
っ
か
け
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
自
由
民
権
運
動
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
明
治
一
○
年
代
に
お
い
て
、
第
一
に
憲
法
調
査
の
た
め
に
渡
欧
し
た
伊
藤
に
代
わ
っ
て
参
事
院
議
長
を
務
め
府
県
会
紛
糾
の
裁
定
等
に
当
た
っ
た
こ
と
、
第
二
に
軍
人
と
し
て
国
防
上
の
観
点
か
ら
地
方
視
察
を
行
っ
た
こ
と
に
付
随
し
て
地
方
名
望
家
と
の
（４）
交
流
を
持
ち
地
方
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
た
こ
と
、
第
一
二
に
内
務
卿
木
戸
孝
允
覚
書
（
長
井
）
に
就
任
（
明
治
一
六
年
一
二
月
）
し
た
の
ち
、
明
治
一
九
年
七
月
に
内
閣
法
律
顧
問
の
モ
ッ
セ
か
ら
立
憲
政
治
の
導
入
に
先
駆
け
て
地
方
自
治
制
度
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
た
意
見
書
の
提
出
を受けたことなどである。これらのうち、第一一一の要因は山
県
自
身
が
市
制
・
町
村
制
の
制
定
理
由
に
お
い
て
、
ま
た
大
正
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
国
家
学
会
に
お
け
る
彼
の
講
演
「
徴
兵
制
及
び
地
（５）
方
自
治
制
度
の
沿
革
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
強
調
し
た
こ
とから、今日最も重視されている。
し
か
し
、
実
は
そ
の
観
点
は
山
県
に
よ
っ
て
最
初
に
政
策
課
題
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
モ
ッ
セ
が
山
県
に
地
方
自
治
制
度
の
効
用
を
説
く
一
○
年
以
上
も
前
に
、
山
県
と
同
じ
長
州
藩
出
身
で
い
わ
ば
第
一
世
代
の
政
治
指
導
者
で
あ
る
木
戸
が
同
じ
観
点
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
山
県
が
地
方
自
治
と
い
う
概
念
を
前
面
に
出
し
て
法
制
化
に
取
り
組
ん
だ
最
初
の
政
治
指
導
者
で
あ
る
（６）
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
第
一
に
長
州
閥
の
第
一
世
代
の
指
導
者
で
あ
り
、
中
央
集
権
化
に
最
も
積
極
的
で
あ
っ
た
木
戸
に
よ
っ
て
分
権
と
い
う
タ
ー
ム
で
言
い
表
さ
れ
つ
つ
地
方
自
治
制
度
創
設
へ
の
方
向
性
が
政
策
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
山
県
が
位
置
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
通
し
を
主
張
す
る
と
共
に
、
第
二
に
木
戸
の
政
治
姿
勢
に
触
れ
つ
つ
彼
の
分
権
論
の
形
成
過
程
と
そ
の具体策について明らかにし、第一一一に木戸の分権論の政治
二二
一
五
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的
意
味
と
当
時
の
政
局
と
を
関
連
づ
け
て
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
（７）
ある。註（１
）
拙
稿
「
五
十
年
と
五
十
周
年
」
参
照
。
国
立
教
育
会
館
編
・
刊
『
歴
史
の
焦
点
・
日
本
と
世
界
』
四
九
’
五
四
頁
、
一
九
九
六
年
。
（
２
）
明
治
一
一
一
一
年
一
一
月
山
県
は
第
二
次
内
閣
の
発
足
に
際
し
て
、
旧
自
由
党
系
の
憲
政
党
と
の
提
携
工
作
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
憲
政
党
側
は
提
携
の
一
つ
の
条
件
と
し
て
地
方
制
度
改
革
（
具
体
的
に
は
府
県
制
・
郡
制
の
改
正
）
を
要
求
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
山
県
は
「
地
方
制
度
は
自
分
は
創
設
せ
し
も
の
な
る
を
以
て
容
易
に
動
か
す
を
得
ざ
る
筈
」
の
も
の
だ
が
、
絶
対
に
改
正
不
可
能
と
い
う
訳
で
は
な
い
旨
を
言
明
し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
野
村
靖文書」中「一一一一一欲庵随筆」’’’三の明治一一一一年一一月
二七日の条。
（
３
）
拙
稿
「
山
県
有
朋
と
地
方
自
治
制
度
確
立
事
業
ｌ
明
治
二
一
年
の
洋
行
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
参
照
．
『
史
学
雑
誌
」
第
一
○
○
編
第
四
号
、
’
九
九
一
年
、
所
収
。
（
４
）
拙
稿
「
山
県
有
朋
と
地
方
自
治
制
度
確
立
事
業
Ｉ
参
事
院
議
長
就
任
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
参
照
．
法
政
大
学
史
学
会
『
法
政
史
学
』
第
四
五
号
、
一
九
九
三
年
、
所
収
。
（
５
）
国
家
学
会
編
『
明
治
憲
政
経
済
史
論
』
三
七
五
’
四
一
一
一
一
頁
、
宗
高
書
房
、
’
九
七
四
年
復
刻
。
（
６
）
長
州
閥
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
隆
『
藩
閥
の
構
造
と
変
遷
Ｉ
法
政
史
学
第
五
十
号
岩
倉
使
節
団
に
副
使
と
し
て
参
加
し
た
木
戸
が
、
欧
米
視
察
中
に
立
憲
政
体
と
教
育
制
度
の
調
査
を
主
要
な
課
題
と
し
た
こ
と
は
よ
く
（１）
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
木
戸
は
立
憲
政
体
の
創
設
に
関
連
し
長
州
閥
と
薩
摩
閥
」
参
照
。
近
代
日
本
研
究
会
編
『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
’
’
○
二
九
八
八
近
代
日
本
研
究
の
検
討
と
課
題
』
山
川
出
版
社
、
所
収
。
（
７
）
本
稿
作
成
に
際
し
て
、
以
下
の
先
行
研
究
を
参
照
し
た
。
稲
田
正
次
『
明
治
憲
法
成
立
史
』
上
巻
、
有
斐
閣
、
’
九
六
○
年
。
関
口
栄
一
「
集
権
化
過
程
に
お
け
る
政
治
指
導
（
｜
了
（
二
）
ｌ
木
戸
孝
允
の
た
め
の
覚
書
ｌ
」
（
東
北
大
学
法
学
会
「
法
学
」
第
三
五
巻
第
二
号
、
一
九
七
一
年
、
同
第
四
号
、
’
九
七
二
年
）
、
同
「
廃
藩
置
県
と
民
蔵
合
併
ｌ
留
守
政
府
と
大
蔵
省
一
～
五
ｌ
」
（
同
上、第四一一一巻第三号〈’九七九年〉、同第四号〈’九八○
年
〉
、
第
四
四
巻
第
一
号
〈
同
上
〉
、
同
第
四
号
〈
同
上
〉
、
第
五
○
巻
第
一
号
二
九
八
六
年
〉
・
同
「
明
治
初
期
財
政
に
お
け
る
中
央
と
地
方
１
１
府
県
常
備
金
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
同
上
、
第
五
一
巻
第
六
号
、
’
九
八
八
年
）
、
同
「
七
分
利
付
外
国
公
債
募
集
を
め
ぐ
っ
て
１
１
留
守
政
府
と
大
蔵
省
七
Ｉ
」
（
同
上
、
第
五
九
巻
第
三
号
、
一
九
九
五
年
）
。
五
十
嵐
暁
郎
『
明
治
維
新
の
思
想
』
（
世
織
書
房
、
一
九
九
六
年
）
、
福
地
惇
『
明
治
新
政
権
の
権
力
構
造
』
（
吉
川
弘
文
館
、
’
九
九
六
年
）
。
岩
倉
使
節
団
に
お
け
る
地
方
自
治
認
識
’一一一ハ
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て
地
方
自
治
制
度
の
整
備
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
も
得
て
い
た
。
青
木
周
蔵
が
後
年
記
し
た
自
伝
に
よ
れ
ば
、
青
木
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
歴
史
を
通
し
て
立
憲
国
家
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度
の
効
用
を
（２）
説き、木戸はこれに大きな関心を抱いている。一同木によれ
ば
地
方
自
治
制
度
と
は
「
郡
県
市
町
村
の
人
民
が
其
の
郡
県
市
町
村
に
関
す
る
公
共
事
務
を
政
府
の
干
渉
な
く
、
一
定
の
法
律
に
準
拠
し
て
自
ら
処
理
す
る
の
謂
な
り
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
青
木
の
プ
ロイセン史観は、たとえば地方自治制度の原点を九世紀初
頭
の
カ
ー
ル
大
帝
の
時
代
に
求
め
る
な
ど
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
奇
異
（３）
な
見
方
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
’
九
世
紀
初
頭
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
敗
北
後
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
シ
ュ
タ
イ
ン
の
改
革
と
そ
の
中
で
行
わ
れ
た
都
市
住
民
の
自
治
権
拡
大
を
目
指
す
都
市
条
例
の
公
布
に
対
す
る
青
木
の
高
い
評
価
に
関
し
て
は
、
今
日
で
も
首
肯
し
う
る
見
方
で
あ
ろ
う
。
木
戸
は
、
こ
う
し
た
青
木
の
教
示
に
感
動
し
、
さ
ら
に
詳
細
な
地
方
自
治
制
度
の
解
説
を
求
め
た
。
そ
こ
で
青
木
は
日
を
改
め
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
こ
れ
に
関
連
す
る
記
事
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
｜
方
、
青
木
に
は
、
こ
れ
に
類
似
し
た
も
う
一
つ
の
回
想
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
青
木
は
岩
倉
使
節
団
の
副
使
大
久
保
利
通
に
対
し
て
地
方
自
治
制
度
の
効
用
を
説
き
、
そ
れ
が
明
治
二
年
七
月
に
発
布
さ
れた三新法（郡区町村編制法・府県会規則・地方税規則）
木戸孝允覚書（長井）
（４）
につながった１という。
いずれの回想記事も岩倉使節団と同時期の資料による検
証
が
出
来
ず
、
ど
こ
ま
で
正
確
に
事
実
を
伝
え
て
い
る
の
か
が
判
断
し
難
い
の
で
あ
る
が
、
留
学
生
と
し
て
の
青
木
が
勤
勉
な
研
究
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
木
戸
や
大
久
保
に
立
憲
制
度
と
共
に
地
方
自
治
制
度
に
つ
い
て
も
講
釈
め
い
た
こ
と
を
行
っ
た
可
能
性
は
否
定
（５）
できない。一目木が木戸の依頼を受けて、大綱的なものなが
ら
憲
法
案
を
作
成
し
た
こ
と
は
稲
田
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
されている。明治五年八月に起筆され翌六年二、一一一月頃ま
で
に
起
草
さ
れ
た
と
い
う
「
大
日
本
政
規
草
案
」
の
表
紙
に
は
い
つ
の
時
点
の
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
な
が
ら
「
郡
県
政
治
の
条
は
此
冊
に
は
脱
せ
り
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
立
憲
政
体
と
地
方
自
治
制
（６）
度との関わりを窺わせている。その後、外交官に任官Ｉして
からも青木は地方自治制度に関心を払い続けた。青木は、
憲
法
調
査
に
あ
た
っ
て
い
た
伊
藤
に
立
憲
政
体
に
お
け
る
地
方
自
治
（７）
制度の効用を説圭Ｃ、また明治一一○年一月山県内務卿を中心
と
す
る
地
方
制
度
編
纂
委
員
に
も
就
任
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
岩
倉
使
節
団
に
お
け
る
大
久
保
と
地
方
自
治
制
度
と
の
接
点
に
つ
い
て
は
手
が
か
り
が
得
ら
れ
な
い
も
の
の
、
木
戸
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
手
が
か
り
が
あ
る
。
第
一
に
、
一
九
世
紀
初
頭
以
来
の
プ
ロ
イ
セ
ン
の
歴
史
に
対
す
る
彼
自
身
の
高
い
評
価
で
=＝￣
七
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あ
る
。
例
え
ば
、
プ
ロ
イ
セ
ン
が
一
九
世
紀
初
頭
に
は
「
国
も
貧
弱
に
し
て
人
民
亦
未
熟
」
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
比
隣
に
類
な
」
き
国
政
改
革
に
よ
っ
て
国
民
を
「
沈
深
着
実
」
に
帰
せ
し
め
（８）
「〈▽曰之招文明、致富強」と評価している。この見方は青
（９）
木
が
礼
賛
し
た
シ
ュ
タ
イ
ン
の
改
革
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
木
戸
の
評
価
は
青
木
の
み
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
当
時
ド
イ
ツ
帝
国
を
主
導
す
る
鉄
血
宰
相
ビ
ス
（Ⅲ）
マ
ル
ク
と
の
会
見
は
、
木
一
Ｐ
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て
い
た
。
第
二
に
、
青
木
以
外
に
も
地
方
自
治
制
度
の
重
要
性
を
木
戸
に
対
し
て
主
張
す
る
留
学
生
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
左
院
の
中
議
官
と
（Ⅱ）
し
て
欧
州
視
察
中
で
あ
っ
た
西
岡
邇
明
で
あ
る
。
西
岡
は
明
治
五
年
（旧）
一
○
月
一
○
日
付
木
戸
宛
書
簡
の
中
で
、
左
院
に
お
い
て
民
選
議
院
（旧）
即
時
開
設
の
動
き
が
あ
る
と
の
話
を
耳
に
し
、
こ
れ
に
反
対
す
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
「邑議院」「州議院」「国議院」を設けており、アメリカに
お
い
て
も
「
地
方
政
治
は
梢
相
異
由
に
候
得
共
、
毎
県
之
会
議
」
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
財
政
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
「
要
す
る
に
欧
州
各
国
、
先
地
方
の
制
度
を
定
め
、
人
民
権
利
の
分
界
を
明
に
し
、
邑
議
、
州
議
、
国
議
の
事
体
を
詳
に
し
て
立
法
官
之
体
裁
を
皇
張
せ
さ
る
な
し
」
と
し
て
地
方
議
会
の
重
要
性
を
訴
え
、
日
本
に
お
い
て
も
「
地
方
政
治
之
体
裁
確
定
致
候
後
並
ひ
進
み
て
」
民
選
議
院
を
開
法
政
史
学
第
五
十
号
設
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
先
、
西
岡
は
明
（Ｍ）
治
五
年
一
○
月
一
一
日
付
大
隅
重
信
宛
書
簡
に
お
い
て
も
、
「
仏
蘭
西
有
名
之
教
師
」
（
モ
ー
リ
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
ろ
う
）
の
下
で
「
制
度
の
順
序
、
人
民
の
分
権
及
ひ
地
方
政
治
之
体
裁
と
地
方
議
院
の
結
構
」
を
取
り
調
べ
、
さ
ら
に
教
師
へ
の
質
問
書
を
作
成
し
、
そ
れ
を
木
戸
に
内
覧
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
褒
め
ら
れ
、
さ
ら
に
調
査
す
る
よ
う
指
示
を
受
け
た
と
報
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
分
権
」
（
恐
ら
く
中
央
政
府
に
対
す
る
人
民
の
権
利
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
地
方
制
度
と
関
連
付
け
て
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
）
と
い
う
語
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
西
岡
の
主
張
に
対
す
る
木
戸
の
対
応
は
不
明
で
あ
る
が
、
木
戸
と
西
岡
は
帰
国
後
も
憲
法
を
話
題
と
す
る
会
談
の
機
会
を
持
っ
て
い
る
こ
と
（旧）
か
『
ｂ
、
木
戸
が
西
岡
の
学
識
を
認
め
、
ま
た
西
岡
の
主
張
す
る
地
方
制
度
論
に
耳
を
傾
け
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
他
に
、
西
岡
と
同
様
に
左
院
か
ら
欧
州
に
派
遣
さ
れ
た
安
川
繁
成
（
少
議
生
）
（肥）
は
、
明
治
六
年
二
月
一
日
付
木
戸
宛
書
簡
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
地
方
政
府
」
と
「
地
方
裁
判
所
」
に
関
す
る
調
査
報
告
を
届
け
る
ことを通知している。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
木
戸
が
岩
倉
使
節
団
に
お
い
て
地
方
自
治
制
度
の
認
識
を
得
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
認
識
は
具
体
的
で
は
な
い
が
、
機
構
と
し
て
は
町
村
か
ら
府
県
ま
＝二
一
八
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で
の
段
階
ご
と
に
民
選
議
会
を
設
け
て
主
に
当
該
地
域
の
財
政
を
協
議
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
政
治
的
効
用
と
し
て
は
、
国
民
の
政
治
的
教
化
や
代
議
人
の
能
力
・
資
質
の
向
上
を
通
し
て
、
立
憲政体創設に向けて基礎を固めるというものであった。
註（１）妻木忠太編「木戸孝允日記』第二、’’’六’’’’七頁、
明
治
四
年
一
月
一
五
日
の
条
、
同
一
四
二
頁
、
明
治
五
年
一
月
二
一
一
日の条、日本史籍協会、’九三一一一年。以下、同日記を『木
戸
日
記
』
と
略
称
し
、
該
当
巻
数
と
頁
数
の
み
を
記
す
。
ま
た
、
史
料
引
用
に
際
し
て
は
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
、
仮
名
は
平
仮
名
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
、
さ
ら
に
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。
久
米
邦
武
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
岩
倉
使
節
団
に
お
い
て
久
米
が
五
箇
条
の
御
誓
文
に
つ
い
て
触
れ
る
と
、
木
戸
は
す
で
に
そ
の
内
容
を
忘
却
し
て
い
た
と
い
う
（
尾
佐
竹
猛
『
日
本
憲
政
史
論
集
』
六
七
’
六
八
頁
、
育
生
社
、
’
九
三
七
年
、
宗
高
書
房
、
一
九
七
九
年
復
刻
。
宮
村
治
雄
『
開
国
経
験
の
思
想
史
１
兆
民
と
時
代
精
神
ｌ
」
一
六
○
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
。
こ
と
に
よ
る
と
、
木
戸
は
こ
の
久
米
と
の
談
話
を
通
し
て
五
箇
条
の
御
誓
文
を
立
憲
政
体
と
結
び
つ
け
て
再
認
識
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
帰
国
後
に
木
戸
が
記
し
た
「
明
治
六
年
七
月
憲
法
制
定
の
建
言
書
」
（
妻
木
忠
太
編
「
木
戸
孝
允
文
書
』
第
八
、
’
一
八
’
’
一
一
七
頁
、
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
三
一
年
、
以
下
、
同
文
書
を
『
木
戸
文
書
』
と
略
称
し
、
該
当
巻
数
と
頁
木戸孝允覚書（長井）
数
の
み
を
記
す
）
に
も
五
箇
条
の
御
誓
文
へ
の
言
及
が
あ
る
。
な
お
、
第
一
回
地
方
官
会
議
に
お
い
て
書
記
官
を
務
め
木
戸
の
知
遇
を
得
た
依
田
学
海
は
、
木
戸
の
死
後
、
そ
の
日
記
に
木
戸
を
追
想
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
書
き
記
し
て
い
る
。
即
ち
、
木
戸
の
立
憲
政
体
論
は
、
「
聖
徳
に
か
〔
欠
、
筆
者
注
、
以
下
同
じ
〕
く
る
君
主
」
の
下
で
の
「
宰
相
」
の
専
横
や
「
君
主
独
権
」
の
下
で
の
過
失
か
ら
生
じ
る
国
民
の
君
主
へ
の
怨
念
な
ど
を
懸
念
し
て
、
提
唱
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
学
海
日
録
研
究
会
『
学
海
日
録
」
第
五
巻
、
六
七
頁
、
明
治
一
四
年
一
○
月
二
一
日
の
条
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
。
前
者
の
懸
念
は
、
い
ま
だ
年
若
い
明
治
天
皇
を
念
頭
に
置
い
た
木
戸
の
薩
派
批
判
（
そ
れ
が
先
鋭
化
す
る
の
は
台
湾
出
兵
後
で
あ
る
）
を
示
唆
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
（
２
）
坂
根
義
久
「
青
木
周
蔵
自
伝
』
（
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
一
六
八
、
’
九
七
○
年
）
中
「
第
五
回
木
戸
孝
允
に
欧
米
憲
法
と
地
方
自
治
の
沿
革
を
講
述
」
四
五
’
五
一
頁
。
こ
の
回
想
記
事
を
利
用
し
て
木
戸
と
地
方
自
治
制
度
と
の
関
わ
り
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
佐
藤
進
『
日
本
の
自
治
文
化
』
（
ぎ
よ
う
せ
い
、
’
九
九
一
一
年
）
五
三
’
六
一
頁
、
が
あ
る
。
本
稿
は
同
書
に
啓
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（３）宮内省原版「須多因氏講義」明治一一一一年一一一月三版（吉
野
作
造
編
輯
担
当
代
表
『
明
治
文
化
全
集
』
第
四
巻
、
日
本
評
論
社
、
’
九
二
八
年
、
所
収
）
五
五
七
頁
に
よ
れ
ば
、
ウ
ィ
ー
ン
で
ス
タ
イ
ン
か
ら
講
義
を
受
け
た
海
江
田
信
義
は
、
カ
ー
ル
大
帝
以
後
の
時
代
が
実
際
に
お
い
て
封
建
諸
侯
の
割
拠
す
る
時
代
で
あ
っ
た
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。
一
二二
九
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（
４
）
日
本
史
籍
協
会
編
・
刊
『
大
久
保
利
通
文
書
』
第
五
、
二
○
七
’
二
○
九
頁
、
’
九
二
八
年
。
（
５
）
前
掲
青
木
自
伝
（
一
一
三
’
’
’
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
木
戸
や
大
久
保
よ
り
先
、
明
治
一
一
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
洋
行
し
た
山
県
に
対
し
青
木
は
プ
ロ
シ
ア
外
務
省
通
商
局
長
ラ
イ
ハ
ル
ト
と
の
会
見
を
周
旋
し
た
が
、
そ
の
折
、
山
県
は
同
国
の
徴
兵
制
と
町
村
自
治
と
の
一
体
性
を
教
示
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
「
は
じ
め
に
」
註
（
４
）
拙
稿
参
照
。
（
６
）
稲
田
前
掲
書
、
’
九
四
頁
。
家
永
三
郎
・
松
永
昌
三
・
江
村
栄
一
『
明
治
前
期
の
憲
法
構
想
』
（
福
村
出
版
、
一
九
六
七
年
）
八
頁
は
、
青
木
の
憲
法
構
想
に
つ
い
て
明
治
憲
法
よ
り
も
遙
か
に
立
憲
主
義
的
規
定
を
備
え
た
側
面
も
あ
る
と
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。
（
７
）
明
治
一
六
年
八
月
二
九
日
付
井
上
馨
宛
青
木
周
蔵
書
簡
、
伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
｜
、
六
四
’
六
六
頁
、
塙
書
房
、
一
九
七
三
年
。
（
８
）
明
治
五
年
九
月
一
四
日
付
井
上
蝶
宛
木
戸
書
簡
、
『
木
戸
文
書
』
第
四
、
四
○
’
’
四
○
二
頁
。
以
下
、
『
木
戸
文
書
』
所
収
の
書
簡
に
つ
い
て
は
発
信
人
で
あ
る
木
戸
の
名
を
省
略
す
る
。
（
９
）
こ
の
他
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
礼
賛
の
言
葉
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
明
治
五
年
九
月
一
八
日
付
長
三
洲
宛
書
簡
、
『
木
戸
文
書
』
第
四
、
四
○
六
頁
。
明
治
六
年
三
月
九
日
付
槇
村
正
直
宛
書
簡
、
同
上
第
五、’’’’’三頁。明治六年一一一月一一○日付一一一浦梧楼宛書
簡
、
同
上
一
五
’
’
六
頁
。
な
お
、
地
方
自
治
制
度
の
創
設
者
で
あ
る
山
県
有
朋
も
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
の
末
松
謙
澄
が
も
た
ら
し
た
シ
ュ
タ
イ
ン
の
伝
記
を
取
り
寄
せ
、
彼
の
偉
業
の
礼
賛
者
と
な
り
、
法
政
史
学
第
五
十
号
内
務
省
に
お
い
て
翻
訳
さ
せ
、
そ
の
序
文
を
自
ら
執
筆
し
た
。
青
木
は
山
県
に
も
シ
ュ
タ
イ
ン
の
偉
業
を
語
っ
て
い
た
と
い
う
。
以
上
、
徳
富
蘇
峰
編
述
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
』
中
、
一
○
二
四
’
’
○
二
七
頁、原書一房、明治百年史叢書第八九巻、’九六九年。
（
Ⅲ
）
妻
木
忠
太
『
松
菊
木
戸
公
伝
』
下
、
’
五
四
六
’
’
五
四
八
頁
、
明
治
書
院
、
’
九
二
七
年
、
マ
ッ
ノ
書
店
、
’
九
九
六
年
復
刻
。
（
Ⅱ
）
西
岡
の
経
歴
等
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
岩
倉
使
節
団
に
お
け
る
木
戸
と
西
岡
に
つ
い
て
は
山
室
信
一
『
法
制
官
僚
の
時
代
１
国
家
之
設
計
と
知
の
歴
程
ｌ
」
（
木
鐸
社
、
一
九
八
八
年
）
一一七’一一二頁に、パリで経済統計学者モーリス・ブロック
の
講
義
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
皿
）
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
「
木
戸
家
文
書
謄
本
」
（
請
求
記
号
二
七
三
’
九
八
）
中
「
公
宛
諸
家
尺
胴
謄
本
」
二
六
、
所
収
。
以
下
、
同
史
料
を
「
尺
頒
」
と
略
称
し
、
そ
の
該
当
冊
数
の
み
を
記
す
。
ま
た
、
受
信
人
で
あ
る
木
戸
の
名
を
略
す
こ
と
と
す
る
。
（
旧
）
左
院
に
お
け
る
国
会
議
院
規
則
案
に
つ
い
て
は
、
稲
田
前
掲
書
一
○
五
’
’
四
八
頁
、
松
尾
正
人
「
明
治
初
期
太
政
官
制
と
左
院
」
（
中
央
史
学
会
『
中
央
史
学
』
第
四
号
、
’
九
八
一
年
三
月
、
所
収）参照。
（
ｕ
）
そ
の
他
、
民
選
議
院
創
設
の
噂
に
つ
い
て
西
岡
は
木
戸
宛
書
簡
と
同
趣
旨
を
大
隈
に
も
述
べ
た
。
以
上
、
日
本
史
籍
協
会
編
・
刊
『
大
隈重信関係文書』第一一、五一七’五二一頁、’九三一一一年。
（
旧
）
『
木
戸
日
記
』
第
二
、
四
七
六
頁
、
明
治
七
年
一
月
九
日
の
条
。
（
旧
）
「
尺
績
」
二
七
。
さ
ら
に
、
時
期
は
も
う
少
し
下
る
が
、
明
治
八
四○
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木
戸
は
そ
の
政
治
姿
勢
に
お
い
て
漸
進
主
義
者
で
あ
る
と
し
ば
し
（－）
ば言われる。彼が晩年（自蕾ｂ晩年と意識していたかどうか
は
疑
問
で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
明
治
九
、
一
○
年
頃
は
彼
の
晩
年
と
な
っ
た
）
に
至
っ
て
明
治
初
年
以
来
の
政
治
を
振
り
返
り
、
自
分
は
政
治
の
大
綱
に
つ
い
て
は
「
大
果
断
」
（
廃
藩
置
県
策
に
積
極
的
一一漸進的開化論
木
戸
孝
允
覚
書
（
長
井
）
年
三
月
一
七
日
付
書
簡
（
同
上
三
四
）
で
安
川
は
民
選
議
院
即
時
開
設
論
に
反
対
し
て
、
人
民
を
選
挙
に
慣
れ
さ
せ
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
「
変
則
」
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
即
ち
、
ま
ず
町
村
の
「
用
掛
り
」
の
選
挙
を
行
わ
せ
、
｜
、
二
年
を
経
て
「
府
県
庁
の
小
吏
（
凡
十
三
等
以
下
の
者
歎
）
を
区
、
戸
長
あ
る
い
は
町
村
用
掛
り
の
内
よ
り
選
は
し
む
。
又
一
両
年
せ
は
＋
等
以
下
も
選
挙
せ
し
め
、
而
し
て
八
、
九
年
せ
は
各
地
方
の
人
民
も
選
挙
の
大
切
な
る
こ
と
、
且
我
か
営
業
の
利
害
得
失
も
選
出
す
る
代
人
た
る
に
あ
る
を
熟
知
す
へ
し
」
と
し
、
さ
ら
に
は
地
方
官
も
選
挙
に
よ
る
こ
と
と
し
、
「
民
選
議
院
の
真
正
確
実
な
る
体
裁
を
得
ん
こ
と
今
よ
り
十
年
を
期
す
へ
し
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
安
川
に
つ
い
て
詳
し
い
経
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
久
保
利
謙
『
明
治
国
家
の
形
成
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集
二
』
（
吉
川
弘
文
館
、
’
九
八
七
年
）
一
一
六
頁
を
参
照
。
な
お
、
彼
は
第
一
回
地
方
官
会
議
に
お
い
て
書
記
官
を
務
めた（註（１）『学海日録」第一一一巻、三一五頁、明治八年六
月
一
九
日
の
条
、
三
一
八
頁
、
同
八
月
八
日
の
条
）
。
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
を
、
そ
の
他
に
つ
い
（２）
て
は
「
着
実
漸
進
」
を
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し
て
き
た
と
述
べ
た
り
、
あ
る
い
は
自
分
は
「
大
因
循
」
で
あ
り
「
大
勇
断
」
を
嫌
悪
す
る
と
述
（３）
べたりしたことが、そのよ》っな評価の根拠となっている。
そ
し
て
、
そ
の
漸
進
主
義
を
も
う
少
し
具
体
的
に
い
う
な
ら
ば
「
治
（４）
民」ないし「民情」重視の姿勢とい壱えよう。たとえば、木
戸
は
日
本
の
現
状
を
「
皇
国
今
日
之
有
様
を
想
視
仕
候
に
、
民
愚
に
（５）
して国貧、都鄙之形勢も同日之聿細にあらず」、「外債日に加
わ
り
、
国
産
未
繁
、
兵
威
末
足
、
責
外
国
之
非
法
、
兵
器
、
艦
船
未
能
自
製
、
学
校
教
育
未
及
欧
州
之
万
一
、
人
智
も
随
而
卑
屈
（
中
略
）
一
般
に
相
望
候
も
の
は
、
教
育
を
不
誤
、
人
々
漸
次
に
進
歩
候
様にとの事而已に御座候。人民は一一一千三百余万御座候得
共
、
過
半
は
犬
や
馬
の
用
に
も
相
立
ぬ
も
の
計
り
に
而
は
実
に
い
た
し
方
無
之
、
何
卒
一
人
に
而
も
真
之
人
に
い
た
し
度
と
只
管
希
望
仕
（６）候」
と
き
わ
め
て
遅
れ
た
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
政
治
は
「
各
人
自
立
し
て
其
国
自
ら
独
立
す
（７）
べ
」
き
こ
と
を
目
標
に
し
て
、
「
政
事
と
申
も
の
も
余
り
人
民
に
先
す
れ
は
乱
な
り
。
又
余
り
後
る
れ
は
乱
な
り
。
（
中
略
）
刑
法
、
法
律
等
之
事
は
少
し
つ
邑
人
民
よ
り
先
じ
候
方
よ
ろ
し
く
、
民
力
上
に
か日わり候事は少しつ乱後れて参り不申而はとても人民堪
へ
不
申
候
」
と
人
民
の
実
情
に
合
わ
せ
た
漸
進
的
政
策
遂
行
が
必
要
四
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（８）
であることを主張していた。なお、これらの木一戸の一一一一口葉に
は
明
治
六
年
政
変
以
降
政
治
の
主
導
権
を
握
っ
た
大
久
保
の
政
治
姿
勢
に
対
す
る
批
判
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
政
治
姿
勢
は
「
大
勇
断
」
な
い
し
「
民
情
」
軽
視
と
木
戸
に
は
見
え
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
岩
倉
使
節
団
に
お
い
て
大
久
保
は
木
戸
に
対
し
て
今
日
の
時
勢
に
お
い
て
は
先
進
国
の
制
度
文
物
の
導
入
な
ど
近
代
化
政
策
を
出
来
る
限
り
採
用
し
、
そ
の
弊
害
に
つ
い
て
は
将
来
の
指
導
者
の
矯
正
に
侍
（９）
つ」日を述べて木一戸の麺彊を買っていた。
し
か
し
、
明
治
初
年
以
来
漸
進
主
義
を
標
傍
し
て
き
た
と
す
る
木
戸
の
晩
年
の
言
い
分
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
た
と
え
ば
、
明
治
三
年
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
顕
在
化
す
る
い
わ
ゆ
る
（Ⅲ）
民蔵分離問題の対立状況において、木一Ｐは、会計制度を中
心
と
し
て
急
進
的
開
化
策
を
進
め
る
大
隈
重
信
や
伊
藤
、
井
上
馨
ら
の
側
に
立
ち
彼
ら
の
リ
ー
ダ
ー
格
で
あ
っ
た
。
｜
方
、
そ
の
当
時
大
久
保
は
広
沢
真
臣
や
副
島
種
臣
ら
と
共
に
こ
の
急
進
派
へ
の
対
抗
勢
（Ⅱ）
力
を
形
成
し
、
民
部
・
大
蔵
省
が
「
人
、
し
に
適
し
」
「
人
心
に
（
中
（皿）
略）居〈□」政策を採るように求めていた。
で
は
、
木
戸
が
漸
進
主
義
的
政
治
姿
勢
に
転
換
す
る
の
は
い
つ
な
の
か
。
こ
の
点
を
考
え
る
上
で
井
上
の
場
合
が
参
考
に
な
る
。
岩
倉
使
節
団
の
欧
米
視
察
中
、
留
守
政
府
に
お
い
て
大
蔵
省
が
歳
出
抑
制
の
立
場
か
ら
各
省
の
予
算
要
求
額
を
削
減
し
よ
う
と
し
て
批
判
に
さ
法
政
史
学
第
五
十
号
ら
さ
れ
た
と
き
、
同
省
の
中
心
で
あ
っ
た
大
蔵
大
輔
の
井
上
は
木
戸
に
対
し
て
財
政
困
難
の
状
況
を
訴
え
同
省
の
立
場
を
弁
明
す
る
と
共
に
、
廃
藩
置
県
以
前
は
井
上
自
身
が
急
進
的
開
化
派
と
し
て
批
判
を
（旧）
受けたが、今では立場が逆転していると述べている。かつ
て
の
急
進
的
開
化
派
井
上
は
廃
藩
置
県
頃
を
境
に
財
政
担
当
者
と
し
て
漸
進
主
義
的
政
治
姿
勢
に
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
木
戸
の
場
合
、
同
様
の
転
換
は
も
っ
と
早
く
か
ら
き
ざ
し
て
い
た
。
木
戸
の
転
換
は
、
明
治
二
年
暮
れ
か
ら
翌
三
年
に
か
け
て
起
き
た
長
州
藩
（川）
内
に
お
け
る
脱
退
騒
動
を
機
と
し
て
い
た
。
こ
の
問
題
が
鎮
圧
さ
れ
る
過
程
で
同
郷
の
豪
農
吉
富
簡
一
は
木
戸
に
対
し
て
、
憂
慮
す
べ
き
は
士
族
反
乱
よ
り
も
こ
れ
に
呼
応
す
る
農
民
一
摸
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
と
共
に
、
維
新
の
何
た
る
か
が
地
方
の
末
端
に
は
全
く
理
解
さ
（旧）
れ
て
い
な
い
と
訴
一
え
、
そ
の
責
任
は
政
府
に
あ
る
と
批
判
し
た
。
木
戸
は
こ
れ
に
同
調
す
る
と
共
に
「
此
上
は
漸
を
以
大
略
之
相
立
候
処
（川）
を実行をそろり槌邑甚と相挙け候外良手段無之」として〈「
後
執
る
べ
き
政
治
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
民
蔵
分
離
問
題
に
お
い
て
木
戸
が
結
局
大
久
保
ら
に
折
れ
た
の
は
政
府
の
分
裂
回
避
の
た
め
で
あ
る
と
共
に
、
木
戸
の
内
面
に
お
け
る
漸
進
主
義
的
政
治
姿
勢
の
萌
芽
が
影
響
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
地
方
（Ⅳ）
民
情
へ
の
温
和
な
視
線
は
晩
年
ま
で
保
た
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
、
地
方
の
開
化
促
進
を
視
野
に
入
れ
た
木
戸
の
漸
進
主
義
的
四
一
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政
治
姿
勢
を
本
稿
で
は
漸
進
的
開
化
論
と
称
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
明
治
三
年
暮
れ
に
木
戸
が
新
聞
発
行
構
想
を
表
明
し
、
翌
四
年
五
月
に
『
新
聞
雑
誌
』
の
刊
行
に
至
っ
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
漸
進
的
開
化
論
の
反
映
と
見
て
よ
い
。
木
戸
は
新
聞
発
行
の
ね
ら
い
と
し
て
、
内
外
の
事
情
を
地
方
の
末
端
に
ま
で
伝
え
る
こ
と
と
し
、
そ
し
（旧）
て政府批判記事をも一定程度容認する心積もりであった。
刊
行
後
の
同
誌
に
つ
い
て
吉
富
は
、
そ
れ
が
福
沢
諭
吉
や
加
藤
弘
之
な
ど
著
名
な
知
識
人
の
著
書
に
も
匹
敵
す
る
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
（Ⅲ）
で
あ
る
と
し
て
賞
賛
し
て
い
る
。
こ
の
評
価
は
木
一
戸
の
親
近
者
の
も
の
で
あ
る
か
ら
割
り
引
い
て
受
け
取
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
も
、
地
方
の
末
端
に
お
け
る
開
化
を
提
唱
し
た
吉
富
の
満
足
す
る
具
体
策
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
丼
上
大
蔵
大
輔
は
明
治
五
年
三
月
こ
の
『
新
聞
雑
誌
』
を
『
東
京
日
日
新
聞
』
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
と
共
（別）
に買い上げ、各府県に一父付する指令を発しており、『新聞
雑
誌
』
の
記
事
内
容
に
は
一
定
の
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よう。その
後
岩
倉
使
節
団
に
お
け
る
見
聞
は
、
こ
の
よ
う
な
木
戸
の
漸
進
的
開
化
論
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
帰
国
後
の
政
局
の
中
で
発
揮
さ
れ
た
。
政
局
は
、
征
韓
論
争
か
ら
始
ま
っ
て
民
選
議
院
設
立
建
白
書
問
題
、
佐
賀
の
乱
、
台
湾
出
兵
問
題
と
北
京
交
渉
、
木
戸
の
下
野
、
大
阪
会
議
、
木
戸
の
政
府
復
帰
、
地
方
官
会
木
戸
孝
允
覚
書
（
長
井
）
議
、
元
老
院
職
制
問
題
、
参
議
・
省
卿
分
離
問
題
、
江
華
島
事
件
と
朝
鮮
遣
使
問
題
、
地
租
改
正
に
起
因
す
る
一
櫟
、
萩
の
乱
な
ど
の
一
連
の
士
族
反
乱
、
そ
し
て
西
南
戦
争
と
目
ま
ぐ
る
し
く
展
開
し
た
。
そ
の
間
、
大
久
保
内
務
卿
の
主
導
の
下
で
輸
出
振
興
を
目
的
と
し
て
勧
業
政
策
が
推
進
さ
れ
て
い
た
。
大
久
保
は
、
民
蔵
分
離
問
題
に
お
け
る
慎
重
な
政
治
姿
勢
を
後
退
さ
せ
、
岩
倉
使
節
団
に
お
け
る
見
聞
を
経
て
国
内
産
業
の
振
興
を
中
心
に
据
え
た
急
進
的
な
政
治
姿
勢
に
転
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
木
戸
は
、
体
の
不
調
の
た
め
政
策
決
定
の
場
に
は
欠
席
が
ち
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
｜
貫
し
て
内
治
優
先
論
、
即
ち
漸
進
的
開
化
論
に
基
づ
く
政
策
遂
行
を
主
張
し
（剛）
た
。
具
体
的
に
は
、
財
政
難
に
拍
車
を
掛
け
る
外
征
の
中
止
、
民
選
（皿）
議
院
設
立
の
先
送
り
、
地
租
改
正
の
緩
や
か
な
実
施
や
華
士
族
の
禄
制
の
緩
や
か
な
処
分
、
さ
ら
に
一
摸
や
士
族
反
乱
に
お
い
て
首
謀
者
以
外
の
者
へ
の
寛
容
な
処
分
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
木
戸
の
漸
進
的
開
化
論
は
、
日
本
橋
近
辺
一
里
四
方
（狐）
の開化というよく知られた現状批判の一一一己葉を残した。それ
は
、
明
治
九
年
天
皇
の
東
北
巡
幸
に
随
行
し
た
木
戸
が
北
関
東
の
沿
道
の
風
景
や
日
光
の
寺
院
の
荒
廃
を
目
に
し
て
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
文
字
通
り
開
化
が
東
京
の
中
心
部
に
止
ま
り
地
方
に
及
ん
で
い
な
い
こ
と
を
批
判
す
る
と
共
に
、
伝
統
的
な
文
化
遺
産
へ
の
配
慮
が
不
十
分
な
政
府
の
従
来
の
開
化
策
を
批
四
＝￣
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（別）
判することでふじあった。
こ
う
し
て
大
久
保
政
権
に
不
満
を
募
ら
せ
、
十
に
八
、
九
は
思
い
通りにならないというのが木戸の口癖となったが、明治一
○年一月の減租の詔には素直に喜んだ。それは木戸の漸進
的
開
化
論
が
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
か
（函）
らである。しかし、木一Ｐが最も重視する課題は別にあり、
そ
れ
が
達
成
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
さ
ら
に
大
久
保
を
批
判
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
註（１）福地前掲書、一一八’一二五頁。山室前掲書、二七’一一一
一
頁
。
木
戸
の
漸
進
主
義
に
つ
い
て
、
福
地
氏
は
そ
の
萌
芽
を
す
で
に
明
治
元
年
一
一
一
月
の
意
見
書
「
学
校
振
興
の
建
言
書
」
に
見
出
す
の
に
対
し
て
、
山
室
氏
は
岩
倉
使
節
団
に
お
け
る
研
究
調
査
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
五
十
嵐
前
掲
書
、
六
五
頁
で
は
、
明
治
四
年
七
月
の
廃
藩
置
県
を
境
に
木
戸
は
政
治
主
体
の
拡
大
の
認
識
と
共
に
急
進
主
義
か
ら
脱
却
し
た
と
し
て
、
井
上
の
転
換
点
と
同
時
期
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
見
方
を
提
示
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
五
十
嵐
氏
の
言
う
よ
う
に
木
戸
が
政
治
主
体
の
拡
大
を
認
識
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
目
的
が
「
万
世
不
朽
の
大
御
代
と
な
さ
む
」
（
前
章
註
（
１
）
『学海日録』第五巻、’’一一五頁、明治一四年一○月二一日
の
条
）
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
法
政
史
学
第
五
十
号
（
２
）
明
治
九
年
四
月
二
日
付
井
上
馨
宛
書
簡
、
『
木
戸
文
書
』
第
六
、
三九四頁。
（
３
）
明
治
一
○
年
一
月
一
三
日
付
鳥
尾
小
弥
太
宛
書
簡
、
同
右
第
七
、
二五九頁。
（
４
）
明
治
一
○
年
二
月
一
五
日
付
岩
倉
具
視
宛
書
簡
、
同
右
、
二
八
九
頁
。
明
治
一
○
年
二
月
二
○
日
付
同
上
、
同
二
九
七
頁
。
（５）明治七年一一月二一日付大久保利通宛書簡、同右第五、
四二五頁。
（
６
）
明
治
八
年
七
月
二
○
日
付
中
井
弘
宛
書
簡
、
同
右
第
六
、
一
九
四
頁。
（
７
）
明
治
七
年
一
一
月
三
日
付
三
浦
梧
楼
宛
書
簡
、
同
右
第
五
、
四
○
八頁。
（８）明治七年一二月二八日付青木周蔵宛書簡、同右、四七七
頁。
（
９
）
明
治
六
年
一
月
二
八
日
付
井
上
馨
宛
書
簡
、
同
右
、
四
’
五
頁
。
大久保が本文に記した趣旨の発言を行ったのは明治五年の
春
で
あ
る
と
い
う
。
（
皿
）
民
蔵
分
離
問
題
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
克
「
「
民
・
蔵
分
離
問
題」についての一考察」（立教大学史学会『史宛』第二九
巻第三号、’九六九年）、関口栄一「民蔵分離問題と木戸
孝
允
」
（
東
北
大
学
法
学
会
『
法
学
』
第
三
九
巻
第
一
号
、
一
九
七
五年）参照。
（ｕ）明治一一年一二月一一六日付岩倉具視宛大久保書簡、渡辺幾
治
郎
『
文
書
よ
り
観
た
る
大
隅
重
信
侯
』
二
九
二
頁
、
故
大
隈
侯
国
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民敬慕会、’九一一三年。
（
皿
）
明
治
一
一
一
年
一
月
六
日
付
副
島
種
臣
宛
大
久
保
書
簡
、
同
右
、
三
○
頁。
（
旧
）
明
治
五
年
六
月
一
○
日
付
木
戸
孝
允
宛
井
上
馨
書
簡
、
井
上
侯
爵
伝
記
編
纂
会
『
世
外
井
上
公
伝
』
第
一
巻
、
五
二
一
頁
、
原
書
房
、
明
治
百
年
史
叢
書
第
五
五
巻
、
一
九
六
八
年
。
（
ｕ
）
脱
退
騒
動
に
つ
い
て
は
、
小
川
国
治
他
『
山
口
県
の
百
年
』
三
六
’
四
六
頁
、
山
川
出
版
社
、
’
九
八
三
年
、
参
照
。
（旧）明治一一一年一月一五日付吉富簡一書簡、「尺憤」二○。
（
旧
）
明
治
一
一
一
年
三
月
一
五
日
付
吉
富
簡
一
宛
書
簡
、
『
木
戸
文
書
』
第
四
、
四
三
’
四
四
頁
。
（
Ⅳ
）
明
治
九
年
一
二
月
二
七
日
付
吉
田
右
一
宛
書
簡
、
『
木
戸
文
書
』
第七、一一三○’一一一一一一頁では、歎訴・哀願・竹檜に銃口を
向
け
て
は
な
ら
な
い
と
訴
え
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
一
○
年
一
月
三
日
付
槇
村
正
直
宛
書
簡
、
同
二
四
○
頁
で
は
、
三
重
・
茨
城
両
県
の
一
摸
を
受
け
て
「
不
燗
」
で
あ
る
と
の
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
さ
らに、明治一○年一一一月三日付田中不一一麿宛書簡、同一一一一一一○
頁
で
は
、
西
南
戦
争
は
恐
れ
る
に
足
ら
ず
、
恐
れ
る
べ
き
は
一
村
の
竹
槍
連
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
（旧）明治一一一年一一一月八日付品川称二郎宛書簡、『木戸文書』
第
四
、
’
六
一
’
’
六
四
頁
・
木
戸
の
新
聞
発
行
構
想
に
対
し
て
品
川
は
全
面
的
に
賛
成
し
て
い
る
。
明
治
四
年
一
一
一
月
四
日
付
品
川
称
二
郎書簡、「尺續」二一一一。
（
旧
）
明
治
五
年
七
月
二
五
日
付
吉
富
簡
一
書
簡
、
「
尺
積
」
二
五
。
木戸孝允覚書（長井）
（
別
）
西
田
長
寿
『
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
研
究
』
一
二
頁
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
九
年
。
（
Ⅲ
）
木
戸
の
征
韓
論
批
判
は
留
守
政
府
批
判
か
ら
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
明
治
五
年
九
月
一
八
日
付
長
三
洲
宛
書
簡
、
『
木
戸
文
書
』
第
四
、
四
○
五
’
四
○
六
頁
に
お
い
て
、
木
戸
は
欧
州
滞
在
中
、
留
守
政
府
の
政
策
全
般
を
急
進
的
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
「
有
司
之
罪
」
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
同
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
、
『
木
戸
日
記』第二、一一一一一一一頁、明治六年一月一一六日の条、同一一一八七
’
三
八
八
頁
、
同
六
月
五
日
の
条
。
｜
方
、
台
湾
出
兵
費
用
を
め
ぐ
る
木
戸
と
大
隈
と
の
激
論
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
明
治
七
年
九
月
一一日付青木周蔵宛書簡、『木戸文書』第五、一一一一一一五’三一一一
六
頁
、
明
治
七
年
九
月
一
五
・
’
六
日
付
杉
孫
七
郎
・
野
村
靖
宛
書
簡、同三六一一一’一一一六四頁、明治七年九月一六日付河瀬秀治
宛書簡、同一一一六八－三六九頁、明治七年九月一七日付槇村
正直宛書簡、同三七一一一’三七四頁。さらに、明治七年四月
五
日
付
三
条
実
美
宛
書
簡
、
同
二
一
一
一
八
頁
に
お
い
て
、
木
戸
は
台
湾
出
兵
事
情
に
つ
い
て
地
方
官
へ
の
説
明
を
行
う
よ
う
三
条
に
求
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
地
方
の
困
窮
を
理
由
と
す
る
出
兵
中
止
要
求
と
い
え
る
。
台
湾
出
兵
問
題
に
お
け
る
地
方
官
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
坂
野
潤
治
「
征
韓
論
争
後
の
「
内
治
派
」
と
「
外
征
派
上
参
照
。
近
代
日
本
研
究
会
『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
’
三
・
’
九
八
一
幕
末
・
維
新
の
日
本
』
山
川
出
版
社
、
所
収
。
な
お
、
台
湾
出
兵
に
対
す
る
大
久
保
の
容
認
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
征
韓
論
問
題
の
際
に
樺
太
問
題
を
め
ぐ
る
対
ロ
シ
ア
外
交
策
か
ら
の
延
長
線
上
に
捉
え
る
高
橋
四五
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秀
直
氏
の
見
解
も
あ
る
が
（
「
明
治
維
新
期
の
朝
鮮
政
策
‐
ｌ
ｌ
大
久
保
政
権
期
を
中
心
に
ｌ
」
、
山
本
四
郎
編
『
日
本
近
代
国
家
の
形
成
と
展
開
』
一
一
一
七
’
九
三
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
’
九
九
六
年
）
、
本
稿
は
大
久
保
が
征
韓
論
抑
制
の
際
の
論
理
や
政
治
行
動
に
拘
束
さ
れ
な
い
ダ
フ
な
政
治
姿
勢
を
有
し
て
い
た
と
考
え
る
点
で
見
解
を
異
に
す
る
。
つ
ま
り
台
湾
出
兵
を
征
韓
論
争
の
延
長
線
上
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
状
況
に
応
じ
た
判
断
と
し
て
薩
摩
士
族
を
中
心
と
し
た
台
湾
出
兵
派
の
い
わ
ば
ガ
ス
抜
き
を
図
っ
た
も
の
と
見
る
の
で
あ
る
。
対
朝
鮮
外
交
に
お
け
る
木
戸
の
姿
勢
に
触
れ
る
な
ら
ば
、
木
戸
は
朝
鮮
に
対
し
て
終
始
侮
蔑
的
な
見
方
を
有
し
て
い
た
も
の
の
、
江
華
島
事
件
に
続
く
対
朝
鮮
交
渉
で
は
外
交
交
渉
に
よ
る
決
着
を
望
ん
だ。
（
皿
）
明
治
七
年
一
月
日
付
不
明
松
本
鼎
宛
書
簡
、
『
木
戸
文
書
』
第
五、一一○’’’’○三頁において、木一戸は民選議院設立建白
書
の
署
名
者
に
冷
や
や
か
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
筆
者
は
五
十
嵐
前
掲
書
（
八
一
頁
）
と
同
じ
見
解
で
あ
り
、
木
戸
は
政
府
の
要
人
と
し
て
は
比
較
的
板
垣
ら
に
同
情
的
で
あ
っ
た
と
す
る
鳥
海
靖
氏
と
は
見
解
を
異
に
す
る
。
鳥
海
靖
『
明
六
雑
誌
と
近
代
日
本
』
上
、
一
五
五
頁
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
’
九
九
四
年
。
板
垣
や
小
室
と
木
戸
と
の
接
触
を
示
す
史
料
と
し
て
、
『
木
戸
日
記
』
第
二
、
四
八
一
頁
、
明
治
七
年
一
月
一
八
日
の
条
、
同
四
八
二
頁
、
同
二
一
日
の
条
。
木
戸
は
建
白
書
の
作
成
過
程
に
関
し
て
独
自
に
情
報
収
集
を
行
い
、
そ
れ
が
左
院
か
ら
欧
州
へ
立
憲
政
体
調
査
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
小
室
信
夫
の
い
わ
ば
復
命
書
に
代
わ
っ
て
倉
卒
の
間
に
法
政
史
学
第
五
十
号
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
小
室
自
身
が
不
本
意
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
板
垣
ら
の
署
名
者
が
必
ず
し
も
十
分
な
理
解
を
持
っ
て
建
白
書
に
署
名
し
た
訳
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上、明治七年二月六日付久保断三書簡、「尺績」二九。
（
閉
）
明
治
九
年
六
月
一
一
日
付
品
川
弥
二
郎
宛
書
簡
、
『
木
戸
文
書
』
第
七
、
一
二
頁
、
明
治
九
年
六
月
一
一
日
付
青
木
周
蔵
宛
書
簡
、
同
一
三
’
’
四
頁
、
明
治
九
年
六
月
一
一
一
日
付
杉
山
孝
敏
宛
書
簡
、
同
一
五
頁
、
明
治
九
年
七
月
一
○
日
付
吉
富
簡
一
宛
書
簡
、
同
五
二
頁
、
明
治
九
年
八
月
四
日
付
井
上
馨
宛
書
簡
、
同
六
九
’
七
○
頁
、
明
治
九
年
八
月
八
日
付
高
杉
丹
治
宛
書
簡
、
同
七
七
頁
、
明
治
九
年
八
月
九
日
付
吉
田
右
一
宛
書
簡
、
同
八
○
頁
。
（
別
）
こ
の
時
問
題
に
な
っ
た
の
は
日
光
の
二
荒
山
神
社
域
内
に
あ
っ
た
三
仏
堂
の
満
願
寺
へ
の
移
転
の
件
で
あ
る
が
、
そ
の
費
用
と
し
て
天
皇
か
ら
御
下
賜
金
三
千
円
が
満
願
寺
に
下
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
問
題
は
解
決
さ
れ
た
。
宮
内
庁
『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
一
一
、
六
二
一
’
六
二
二
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
’
九
六
九
年
。
栃
木
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
栃
木
県
史
』
史
料
編
・
近
現
代
八
、
九
六
九
’
九
七
九
頁
、
栃
木
県
、
一
九
七
九
年
。
同
上
、
通
史
編
六
・
近
現
代
一
、
八
四
’
八
八
頁
、
栃
木
県
、
’
九
八
二
年
。
日
光
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
日
光
市
史
』
下
巻
、
九
三
’
九
八
頁
、
日
光
市
、
’
九
七
九
年
。
な
お
、
明
治
一
○
年
四
月
九
日
付
宍
戸
磯
宛
書
簡
（
『
木
戸
文
書
』
第
七
、
三
九
七
頁
）
で
木
戸
は
、
官
僚
が
「
人
民
之
生
活
慣
習
数
百
年
に
渉
り
候
も
の
を
破
却
し
、
巧
名
之
一
方
に
而
已
注
目
候
弊
」
は
多
々
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
明
治
九
年
七
月
一
二
日
付
東
京
日
日
新
聞
は
論
説
四
六
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三
分
権
論
（１）
木
一
Ｐ
は
西
南
戦
争
勃
発
の
直
前
に
ド
イ
ツ
に
い
る
青
木
に
書
簡
を
寄
せ
、
内
務
卿
を
辞
職
す
る
よ
う
求
め
て
大
久
保
を
面
罵
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
当
時
木
戸
は
、
政
府
が
「
民
生
之
如
何
」
を
顧
み
な
い
こ
と
に
対
し
て
「
不
堪
憧
慨
」
心
境
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
心
境
へ
の
共
感
を
求
め
て
、
同
じ
く
欧
州
に
滞
在
す
る
（２）
井
上
に
送
っ
た
明
治
九
年
一
二
月
の
建
白
書
の
写
し
を
回
覧
す
る
よ
う
青
木
に
求
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
三
条
・
岩
倉
の
両
人
宛
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
同
時
期
に
起
こ
っ
た
士
族
反
乱
と
一
摸
に
つ
い
て
の
政
府
の
責
任
追
求
か
ら
書
き
起
こ
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
政
府
記
事
（
無
署
名
・
無
題
）
の
中
で
、
こ
の
巡
幸
の
成
果
は
、
政
治
が
「
中
央
集
権
」
に
傾
き
過
ぎ
地
方
の
衰
微
を
招
い
た
こ
と
を
政
治
指
導
者
が
直
接
見
聞
し
、
「
地
方
分
権
」
の
必
要
性
を
認
識
し
た
こ
と
で
あ
る
旨
を
書
い
て
い
る
。
（
閲
）
明
治
一
○
年
一
月
四
日
付
岩
倉
具
視
書
簡
、
「
尺
順
」
四
二
。
岩
倉
は
木
戸
に
「
御
仁
政
之
美
事
為
天
下
奉
賀
候
事
に
候
。
此
義
も
必
寛
貴
卿
之
苦
慮
多
年
政
治
上
に
付
御
杷
憂
よ
り
起
る
所
と
感
拝
〔
凧
〕
之
至
に
而
、
難
尽
紙
上
次
第
に
候
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
一
○
年
一
月
八
日
付
伊
藤
宛
書
簡
、
『
木
戸
文
書
』
第
七
、
二
五
一
一
頁
に
よ
れ
ば
、
木
戸
は
減
租
の
詔
を
「
内
政
之
着
実
漸
次
挙
行
候
方
へ
傾
濾
」
す
る
も
の
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
木
戸
孝
允
覚
書
（
長
井
）
は
「
士
民
従
来
の
慣
習
、
情
実
を
熟
察
、
顧
省
し
て
、
其
施
行
緩
急
の
宜
を
制
す
る
か
如
き
は
、
蓋
亦
絶
て
有
る
事
な
し
」
と
い
う
意
味
で
急
進
的
に
過
ぎ
、
そ
う
し
た
姿
勢
は
明
治
六
年
政
変
時
に
お
け
る
内
治
優
先
論
に
反
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
木
戸
は
六
項
目
の
提
言
を
行
う
。
第
一
に
地
租
改
正
施
行
の
緩
和
。
第
二
に
中
央
と
地
方
と
の
会
計
分
離
、
即
ち
地
方
に
「
権
を
分
与
」
す
る
こ
と
。
第
三
に
町
村
会
の
開
設
に
よ
る
一
切
の
民
費
協
議
。
第
四
に
秩
禄
処
分
に
よ
り
特
権
を
失
っ
た
華
士
族
の
生
活
保
障
、
華
士
族
は
「
中
等
以
上
の
人
種
」
で
あ
り
「
国
家
の
富
強
な
る
も
の
も
必
中
等
以
上
人
民
の
力
に
存
す
」
か
ら
で
あ
る
。
第
五
に
民
情
に
適
し
た
政
策
実
現
。
第
六
に
政
府
の
公
平
な
政
策
実
現
（
鹿
児
島
県
を
特
別
扱
い
し
な
い
こ
と
）
。
以
上
の
提
言
は
木
戸
の
年
来
の
政
治
方
針
を
総
括
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
内
、
町
村
会
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
よ
り
先
五
月
に
意
（３）
見書を起草しており、これに対する木一Ｐの思い入れには一
際
大
き
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
意
見
書
で
も
木
戸
は
政
府
の
急
進
性
を
批
判
し
つ
つ
、
財
政
の
中
央
偏
重
に
よ
る
地
方
の
困
窮
を
訴
え
、
中
央
と
地
方
と
の
会
計
分
離
、
つ
ま
り
「
其
権
を
地
方
に
分
与
」
す
る
と
共
に
、
地
方
出
身
の
人
材
を
地
方
官
僚
に
登
用
し
「
人
々
不
驫
自
立
の
志
を
養
成
」
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、
先
ず
町
村
会
を
開
設
し
当
該
地
域
の
「
道
路
・
堤
防
・
橋
梁
」
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に
つ
い
て
協
議
を
行
わ
せ
た
上
で
町
村
民
に
負
担
を
課
す
こ
と
と
し
、
「
其
整
備
に
従
ひ
漸
く
進
め
て
以
て
区
会
、
県
会
に
及
ひ
終
に
国
会
に
至
ら
し
む
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
す
で
に
前
年
、
明
治
八
年
の
第
一
回
地
方
官
会
議
に
お
い
て
町
村
会
開
設
が
決
定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
制
度
化
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と政府を批判した。
こ
の
二
つ
の
意
見
書
を
見
る
と
、
木
戸
の
漸
進
的
開
化
論
は
晩
年
に
至
っ
て
地
方
の
末
端
組
織
で
あ
る
町
村
で
の
財
政
協
議
機
関
創
設
構
想
に
収
数
し
た
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
木
戸
の
主
眼
は
単
に
地
方
制
度
改
革
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
将
来
に
お
け
る
国
会
開
設
に
あ
り
、
そ
の
意
味
で
町
村
会
開
設
は
立
憲
政
体
創
設
に
向
か
っ
て
の
第
一
段
階
な
の
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
は
県
や
区
と
い
う
行
政
単
位
と
共
に
町
村
と
い
う
旧
来
の
単
位
を
も
含
め
て
地
方
財
政
協
議
機
関
の
創
設
が
地
方
分
権
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
し
て
、
恐
ら
く
そ
う
し
た
旧
慣
を
も
尊
重
し
た
機
関
の
担
い
手
と
し
て
木
戸
が
想
定
し
て
い
た
の
は
士
族
を
中
心
と
し
た
「
中
等
以
上
」
の
人
民
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
（４）る。
さ
言
わ
に
、
そ
の
効
用
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
機
構
を
通
し
て
、
維
新
の
方
向
性
が
末
端
に
ま
で
浸
透
し
、
地
方
の
開
化
促
進
を
も
た
ら
（５）
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
で
は
、
一
体
木
戸
は
い
つ
か
ら
地
方
分
権
を
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
法
政
史
学
第
五
十
号
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
既
に
明
治
元
年
に
「
郡
（６）
県
の
変
革
」
を
構
想
し
た
際
に
「
分
権
の
結
果
を
只
々
希
望
」
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
青
木
に
は
、
廃
藩
置
県
が
断
行
さ
れ
た
後
、
中
央
政
府
の
権
力
が
過
大
と
な
り
諸
県
が
「
奴
隷
」
の
よ
う
な
状
態
に
陥
る
こ
と
な
く
二
県
一
県
も
大
憲
之
中
に
独
立
候
て
こ
そ
人
民
（７）
亦
其
気
象
伸
暢
可
致
」
と
考
え
続
け
て
き
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
分
権
と
い
う
タ
ー
ム
が
木
戸
の
言
葉
と
し
て
見
出
さ
れ
る
の
は
も
っ
と
後
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
回
想
を
鵜
呑
み
に
は
（８）
出
来
な
い
。
彼
の
日
記
の
明
治
八
年
九
月
五
日
の
条
に
は
、
い
わ
ゆ
る
大
阪
会
議
の
際
に
板
垣
と
の
間
に
漸
進
的
開
化
方
針
に
つ
い
て
合
意
を
得
、
そ
の
中
で
「
地
方
会
議
、
地
方
分
権
、
町
村
会
等
に
よ
り
徐
々
設
立
」
と
い
う
木
戸
の
考
え
に
板
垣
も
同
意
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
管
見
の
限
り
、
こ
れ
が
分
権
と
い
う
タ
ー
ム
の
初
出
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
分
権
構
想
が
大
阪
会
議
以
前
に
抱
か
れ
て
い
たことは読み取れる。
こ
こ
で
重
要
な
鍵
と
な
る
の
は
地
方
官
会
議
で
あ
る
。
木
戸
は
地
方
官
会
議
を
開
催
し
、
そ
こ
で
分
権
策
と
し
て
の
町
村
会
等
の
開
設
を
決
定
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
地
方
官
会
議
に
対
す
る
木
戸
の
期
待
は
、
既
に
民
選
議
院
設
立
建
白
書
に
関
連
し
て
表
明
さ
れ
て
い
た
。
同
建
白
書
が
公
表
さ
れ
て
問
も
な
い
頃
、
木
戸
は
板
垣
と
会
見
し
、
政
府
が
進
め
つ
つ
あ
っ
た
「
県
官
集
議
、
各
県
民
会
等
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（９）
を
企
つ
る
趣
向
」
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
る
。
以
上
を
踏
十
ま
え
て
木
戸
の
分
権
論
の
原
点
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
形
を
成
す
の
は
、
岩
倉
使
節
団
に
お
い
て
地
方
自
治
制
度
に
関
す
る
知
見
を
得
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
後
留
守
政
府
に
お
い
て
井
上
大
蔵
大
輔
が
開
催
し
た
地
方
官
会
同
（
明
治
六
年
四
月
一
二
日
’
五
月
一
二
日
）
と
当（旧）
時
各
県
で
県
く
わ
の
裁
量
の
下
で
行
わ
れ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
地
方
民
会
に
関
す
る
情
報
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
木
戸
の
地
方
官
会
議
開
催
へ
の
期
待
の
大
き
さ
は
、
そ
れ
が
台
湾
出
兵
に
よ
っ
て
一
旦
中
止
さ
れ
た
こ
と
へ
の
憤
癒
の
大
き
さ
に
よ
っ
（Ⅱ）
て知られる。結局、台湾出兵に反対した木一戸は一日一下野し
て
郷
里
山
口
に
戻
る
の
で
あ
る
が
、
台
湾
出
兵
問
題
が
大
久
保
主
導
の
下
で
決
着
を
み
た
の
ち
、
伊
藤
、
井
上
ら
が
薩
摩
閥
の
増
長
を
抑
制
し
、
立
憲
政
体
創
設
に
着
手
す
る
こ
と
を
口
実
に
木
戸
の
政
府
復
帰
を
画
策
し
て
、
い
わ
ゆ
る
大
阪
会
議
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
木
戸
は
大
久
保
、
板
垣
と
会
見
し
、
「
民
会
」
を
起
こ
し
徐
々
に
「
国
会
の
基
」
を
開
く
と
い
う
自
説
に
対
す
る
両
人
の
承
認
（皿）
を取り付けたと理解－し、政府に復帰した。
明
治
八
年
六
月
二
○
日
か
ら
七
月
一
七
日
ま
で
浅
草
東
本
願
寺
別
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
一
回
地
方
官
会
議
は
、
木
戸
を
議
長
と
して、五つの議案「地方警察議問」「道路附橋梁議案」「河
港
道
路
修
築
規
則
」
「
堤
防
法
案
」
「
地
方
民
会
府
県
会
井
区
会
法
木
戸
孝
允
覚
書
（
長
井
）
（旧）
案
」
を
協
議
し
た
。
こ
の
内
、
地
方
民
会
に
関
す
る
議
案
に
つ
い
て
は
、
区
長
を
議
員
と
す
る
府
県
会
法
案
と
戸
長
を
議
員
と
す
る
区
会
法
案
が
共
に
議
決
さ
れ
、
町
村
会
に
つ
い
て
は
各
地
方
の
適
宜
に
任
すこととされ、追って政府から「町村会準則」を頒布する
こ
と
が
逹
せ
ら
れ
た
。
そ
の
問
、
木
戸
は
政
府
原
案
で
あ
る
官
選
民
会
方
式
に
固
執
せ
ず
、
従
前
公
選
民
会
を
運
営
し
て
き
た
場
合
に
は
そ
れ
を
中
止
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
の
考
え
を
表
明
し
て
い
（Ｍ）た。この点に関－〕て、地方官会議終了後間もなく、’五県
か
ら
今
後
の
県
会
の
運
営
に
つ
い
て
内
務
省
に
伺
い
が
提
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
対
し
て
従
前
の
ま
ま
で
よ
い
と
す
る
指
令
が
（田）
下
さ
れ
た
。
即
ち
、
従
前
の
公
選
県
〈
云
方
式
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
（脇）ろ。
‐
）
か
し
、
こ
う
し
た
地
方
民
会
に
関
す
る
規
定
が
県
治
条
例
（
明
治
四
年
二
月
布
告
）
に
追
加
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
県
治
条
例
に
代
わ
っ
て
新
た
に
制
定
さ
れ
た
府
県
職
制
並
事
務
章
程
（Ⅳ）
（明治八年一一月布告）に盛り込まれることもなかった。
そ
し
て
、
町
村
会
準
則
に
つ
い
て
は
、
制
定
作
業
は
行
わ
れ
た
よ
う
（旧）
であるが遂に示されなかったのである。木一Ｐは、一一一条や岩
（旧）
倉、伊藤に分権論の実現を訴一えたが、結局成果はなかった。
し
た
が
っ
て
、
全
国
に
町
村
会
・
区
会
・
県
会
が
創
設
、
運
営
さ
れ
、
全
国
的
な
開
化
促
進
を
見
、
そ
の
上
で
国
会
開
設
に
向
か
う
と
い
う
木
戸
の
構
想
は
挫
折
し
た
。
そ
の
こ
と
に
怒
り
を
覚
え
て
、
木
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戸が起草したのが前述の意見書であった。
こ
の
よ
う
に
木
戸
が
政
府
内
部
で
主
導
権
を
発
揮
し
得
な
い
状
況
と、その一方で大久保を中心とした薩摩閥の政治力の増大
（卯）
化傾向は、この頃の新聞にも報道されている。その一方、
木戸の分権論に同調する記事も書かれている。明治九年六
月二九日付『東京日日新聞』には地方分権を提唱する論説
（無署名・無題）が掲載されている。それによれば、「中
央
集
権
（
セ
ン
ト
ラ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ピ
と
「
地
方
分
権
（
ロ
ヵ
リ
ス
ム
ピ
は
「
適
度
の
権
衡
」
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
木
戸
は
「
平
常
に
集
分
権
の
要
訣
に
着
意
せ
ら
る
田
の政事家」であり「集権政治」の弊害を上奏したが、天皇
に
よ
り
そ
の
「
名
説
」
は
嘉
納
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
の
期
待
が
表
明
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
記
事
は
、
前
述
の
「
町
村
会
の
速
行
井
に
国
会
開設に関する意見書」を受けて書かれたものであろう。木
戸の分権論とそれへの共鳴はこうして広く知られることと
（別）
な
っ
た
の
で
あ
る
。
註（１）明治一○年一月一三日付青木周蔵宛書簡、『木戸文書』
第七、二五六頁。『木戸日記』第一一一、四八四頁、明治一○
年
一
月
一
三
日
の
条
に
よ
れ
ば
、
同
日
木
戸
は
大
久
保
を
訪
ね
会
談
法
政
史
学
第
五
十
号
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
大
久
保
と
和
解
し
た
様
子
は
窺
え
な
い
。
（２）「内政充実・地租軽減に関する建言書」、『木戸文書』第
八、’七七’’八六頁。
（３）「町村会の速行井に国会開設に関する意見書」、同右、
一
六
五
’
一
七
六
頁
。
町
村
会
開
設
か
ら
区
会
、
県
会
、
さ
ら
に
は
国会の開設へという段階論を述べたものとして、明治九年
八月四日付井上馨宛書簡、同上第七、七一頁。同書簡にお
い
て
、
町
村
会
は
「
町
村
入
費
丈
け
」
を
協
議
さ
せ
る
旨
が
述
べ
ら
れている。
（４）ただし、木戸は県令・参事の活用だけでは不可であり、
他
に
も
「
好
趣
向
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
「
好
趣
向
」
が
何
か
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
九
年
四
月
三
○
日
付
青
木
周
蔵
宛
書
簡、『木戸文書』第六、四四四頁。｜方、明治九年七月九
日
付
伊
藤
博
文
宛
書
簡
で
、
木
戸
は
東
北
地
方
巡
幸
に
際
し
て
小
児
が主上の権限を論じていることを聞いて、これを批判し、
他人の権限を論じる前に己の権限を論じよと主張した。こ
こ
で
改
め
て
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
、
木
戸
の
分
権
論
に
お
け
る
権
と
はあくまでも特定の区域限りに行使されるものであり、そ
れを通じて国家ないし国政との接点を有するというもので
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
『
木
戸
文
書
』
第
七
、
四
九
頁
。
（
５
）
明
治
九
年
七
月
五
日
付
槇
村
正
直
宛
書
簡
、
『
木
戸
文
書
』
第
七、四三頁において、木戸は、「全国前途之進歩富強を希
望
候
得
は
、
精
々
諸
県
へ
着
手
（
政
府
よ
り
直
接
す
る
に
は
あ
ら
五○
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す
）
、
田
舎
よ
り
進
み
不
申
候
而
は
誓
而
開
化
之
実
行
は
六
ケ
敷
事
と
奉
存
候
」
と
し
て
、
政
府
主
導
に
よ
ら
ず
地
方
が
自
ら
開
化
に
向
か
う
こ
と
を
始
点
と
し
て
国
家
の
開
化
を
捉
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
述べている。
（６）「木戸日記』第一一一、一一一二四頁、明治九年四月一一六日の
条
。
た
だ
し
、
明
治
元
年
一
一
月
の
「
版
籍
奉
還
に
関
す
る
建
言
書
案
」
に
は
、
地
方
分
権
に
関
連
す
る
記
述
は
な
い
。
（
７
）
明
治
九
年
四
月
三
○
日
付
青
木
周
蔵
宛
書
簡
、
『
木
戸
文
書
』
第
六
、
四
一
三
’
四
一
四
頁
。
（８）『木戸日記』第一一一、’’一一一二’一一一一一一一一頁。
（
９
）
同
右
第
二
、
四
八
五
頁
、
明
治
七
年
一
月
一
一
九
日
の
条
。
ま
た
、
同
年
八
月
二
四
日
付
伊
藤
博
文
宛
書
簡
の
中
で
も
木
戸
は
地
方
官
会
議
開
催
に
関
連
し
て
、
東
京
が
開
化
し
て
も
地
方
に
「
力
を
つ
け
」
る
策
を
政
府
が
講
じ
な
け
れ
ば
「
全
国
ぢ
ん
虚
」
と
な
る
旨
述
べ
て
い
る
。
『
木
戸
文
書
』
第
五
、
一
一
一
二
六
頁
。
同
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
明
治
九
年
一
二
月
六
日
付
井
上
馨
宛
書
簡
、
同
上
第
七
、
二
○二頁。
（
、
）
地
方
官
会
同
に
関
し
て
は
、
滝
島
功
「
明
治
六
年
「
地
方
官
会
同
」
の
研
究
」
参
照
。
明
治
維
新
史
学
会
編
『
明
治
維
新
の
政
治
と
権
力
』
吉
川
弘
文
館
、
’
九
九
二
年
、
所
収
。
地
方
民
会
に
関
し
て
は
、
渡
辺
隆
喜
「
地
方
民
会
成
立
前
史
序
説
ｌ
議
事
体
制
形
成
の
特
質
Ｉ
」
参
照
．
同
右
．
（、）第三章註（Ⅲ）明治七年四月五日付一一一条実美宛書簡の中で
木
戸
は
、
台
湾
出
兵
策
に
関
し
て
地
方
官
へ
の
事
情
説
明
を
求
め
、
木戸
孝
允
覚
書
（
長
井
）
さ
ら
に
同
年
四
月
二
五
日
付
伊
藤
宛
書
簡
（
『
木
戸
文
書
』
第
五
、
二五一一一頁）では、国民への布告を求めている。これに対し
て一一一条は同意し（同年四月五日付三条実美書簡、「尺順」
三
○
）
、
｜
方
、
伊
藤
は
国
民
へ
の
布
告
は
清
国
へ
の
宣
戦
布
告
と
の
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
と
の
懸
念
を
表
明
し
た
（
同
年
四
月
二
五
日
付
伊
藤
博
文
書
簡
、
同
上
）
。
木
戸
は
、
台
湾
出
兵
策
が
地
方
官
を
始
め
国
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
は
ず
の
な
い
政
策
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
怒
り
を
ぶ
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
木
戸
は
伊
藤
、
山
県
が
裏
切
っ
て
台
湾
出
兵
を
容
認
し
た
と
判
断
し
、
孤
独
感
を
強
め
た
（
同
年
九
月
一
一
一
日
付
青
木
周
蔵
宛
書
簡
、
『
木
戸
文
書
』
第
五、’’’一一一九頁、同年九月一三日付野村靖宛書簡、同一一一五一一一
頁
）
。
地
方
官
会
議
（
九
月
一
○
日
地
方
官
召
集
予
定
）
は
八
月
一
七日に延期が各府県に逹せられ、さらに同月一一一一一日には三
条
が
地
方
官
に
台
湾
出
兵
問
題
紛
糾
の
際
の
心
得
を
内
訓
し
た
。
（皿）『木戸日記』第三、’五一頁、明治八年一一月九日の条。
（
旧
）
地
方
官
会
議
に
つ
い
て
は
、
「
地
方
官
会
議
日
誌
」
（
第
一
章
註
（３）『明治文化全集』第四巻、一一一一二’’’’三九頁、日本評
論
社
、
一
九
二
八
年
）
参
照
。
（
ｕ
）
明
治
八
年
六
月
二
五
日
付
伊
藤
博
文
宛
書
簡
、
『
木
戸
文
書
』
第
六
、
一
五
七
’
’
六
二
頁
。
こ
の
時
点
で
は
、
地
方
民
会
に
関
す
る
政
府
原
案
は
い
ま
だ
地
方
官
会
議
に
下
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
同
二
七
日
付
伊
藤
博
文
宛
書
簡
（
同
一
六
四
’
一
六
六
頁
）
で
は
、
そ
の
下
付
を
督
促
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
原
案
作
成
に
は
伊
藤
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
区
長
・
戸
長
は
明
五
一
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治
七
年
三
月
八
日
の
太
政
官
逹
一
一
八
号
に
よ
り
官
吏
に
準
じ
る
も
の
とされた。
（
旧
）
’
五
県
と
は
、
青
森
（
参
事
塩
谷
良
翰
）
、
秋
田
（
参
事
加
藤
祖
一）、福島（県令安場保和）、埼玉（県令白根多助）、熊谷
（県令揖取素彦）、千葉（県令柴原和）、神奈川（県令中島
信
行
）
、
足
柄
（
県
令
柏
木
忠
俊
）
、
兵
庫
（
県
令
神
田
孝
平
）
、
岡
山
（
権
参
事
西
毅
一
）
、
北
条
（
参
事
淵
辺
高
照
）
、
鳥
取
（
権
令
三
吉周亮）、愛媛（権令岩村高俊）、高知（権令岩崎長武）、
三
瀦
（
権
令
岡
村
義
昌
）
の
各
県
で
あ
る
。
以
上
、
「
公
文
録
・
明
治
八
年
八
月
課
局
・
地
方
官
会
議
御
用
掛
」
（
請
求
記
号
二
Ａ
・
九
・公一一一一八三、マイクロフィルム番号Ｍ公一六五、国立公
文
書
館
所
蔵
）
中
、
「
千
葉
県
々
会
更
正
施
行
の
儀
伺
出
に
付
上
申
」
「
足
柄
県
熊
谷
県
公
選
民
会
興
正
の
儀
申
出
に
付
伺
」
「
兵
庫
県
令
神
田
孝
平
外
十
一
名
既
に
公
選
議
会
相
開
居
候
同
等
心
得
方
の
儀
伺
出
に
付
上
申
」
「
埼
玉
県
よ
り
公
選
議
員
法
案
御
下
渡
相
成
度
旨
申出に付上申」。
（
旧
）
た
だ
し
、
木
戸
は
民
選
議
院
論
者
の
地
方
官
、
た
と
え
ば
鳥
取
県
権
令
一
一
一
吉
周
亮
や
三
重
県
参
事
烏
山
重
信
ら
を
批
判
し
て
お
り
（
明
治
八
年
七
月
四
日
付
井
上
蝶
宛
書
簡
、
『
木
戸
文
書
』
第
六
、
’
七
○
頁
）
、
地
方
官
に
民
権
論
を
鼓
吹
し
た
板
垣
に
も
不
信
感
を
露
わ
に
し
て
い
る
（
明
治
八
年
七
月
日
付
不
明
井
上
騨
宛
書
簡
、
同
二
○
八’二○九頁）。
（
Ⅳ
）
明
治
八
年
六
月
二
○
日
付
大
久
保
利
通
宛
書
簡
（
『
木
戸
文
書
』
第
六
、
’
四
八
頁
）
で
木
戸
は
「
県
治
条
例
」
の
閲
覧
を
求
め
て
い
法
政
史
学
第
五
十
号
る
が
、
同
二
七
日
付
伊
藤
博
文
宛
書
簡
（
同
上
、
’
六
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
「
県
治
条
例
」
に
民
会
規
定
を
追
加
す
る
案
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
文
字
通
り
県
治
条
例
の
改
正
案
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
地
方
官
会
議
終
了
後
一
一
月
に
布
告
さ
れ
た
府
県
職
制
並
事
務
章
程
案
で
あ
る
の
か
は
特
定
で
き
な
い
。
同
七
月
一
六
日
付
伊
藤
博
文
宛
書
簡
（
同
上
、
一
八
二
頁
）
で
も
木
戸
は
重
ね
て
「
県
治
条
例
」
の
閲
覧
を
求
め
て
い
る
。
地
方
官
会
議
へ
の
地
方
民
会
議
案
の
下
付
が
遅
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
も
の
と
思われる。
（
旧
）
明
治
八
年
七
月
一
一
五
日
付
尾
崎
三
良
宛
書
簡
（
『
木
戸
文
書
』
第
六
、
二
○
｜
頁
）
で
木
戸
は
、
町
村
会
の
選
挙
・
被
選
挙
資
格
と
し
て
単
に
不
動
産
所
持
の
み
で
は
不
満
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
亀
掛
川
浩
『
自
治
制
度
五
十
年
史
（
制
度
篇
）
』
四
二
’
四
四
頁
（
良
書
普
及
会
、
’
九
四
○
年
、
文
生
害
院
、
一
九
七
七
年
復
刻
）
で
は
、
第
一
回
地
方
官
会
議
に
お
い
て
町
村
会
に
関
す
る
法
案
の
協
議
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
上
述
の
通
り
、
会
議
後
、
町
村
会
準
則
案
が
練
ら
れ
て
い
た
。
（旧）『木戸日記』第一一一、三一一一二頁、明治九年五月一四日の
条、同三八九頁、明治九年八月一一日の条、同三九○頁、明
治九年八月三日の条、同四六八頁、明治九年一二月一一四日
の条・
（
卯
）
明
治
九
年
五
月
一
二
日
付
、
同
一
六
日
付
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
は
戊
辰
戦
争
以
後
当
時
に
至
る
ま
で
の
政
局
を
論
じ
た
記
事
を
連
載
し
、
そ
の
中
で
木
戸
が
征
韓
論
や
台
湾
出
兵
に
反
対
し
た
こ
と
に
触
五
一
一
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木戸孝允覚書（長井）
れ
つ
つ
、
病
に
よ
り
十
分
な
政
治
力
を
発
揮
し
得
ず
参
議
を
辞
職
す
る
に
至
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
府
内
部
の
薩
長
間
の
均
衡
は
薩
摩
閥
優
位
に
傾
く
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
を
示
し
た
。
こ
れ
は
間
接
的
な
表
現
な
が
ら
木
戸
の
指
導
力
へ
の
期
待
と
薩
摩
閥
主
導
の
政
治
に
対
す
る
懸
念
を
表
明
し
た
も
の
と
読
み
取
れ
る
。
な
お
、
明
治
九
年
五
月
一
一
一
日
付
吉
富
簡
一
書
簡
（
「
尺
積
」
三
九
）
は
木
戸
に
、
故
毛
利
敬
親
の
五
周
忌
に
因
ん
で
そ
の
幕
末
以
来
の
功
績
を
讃
え
る
新
聞
記
事
の
件
を
伝
え
、
そ
こ
に
は
「
福
地
氏
之
揮
毫
精
神
」
が
紙
上
に
表
れ
て
い
る
と
し
、
こ
れ
に
続
い
て
「
佐
賀
県
一
挙
」
「
征
台
」
か
ら
「
今
日
迄
之
事
歴
」
に
つ
い
て
「
福
沢
氏
、
腕
に
任
せ
想
像
に
任
書
き
流
さ
れ
、
大
略
明
亮
、
心
あ
る
人
々
は
右
事
歴
を
読
下
、
又
慨
嘆
を
生
し
可
申
歎
」
と
書
き
送
り
、
福
沢
諭
吉
が
時
事
を
論
じ
た
新
聞
記
事
を
書
い
た
と
も
読
み
と
れ
る
情
報
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
管
見
の
限
り
、
前
者
に
関
す
る
記
事
は
無
署
名
な
が
ら
明
治
九
年
五
月
一
七
日
付
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
見
出
さ
れ
る
。
こ
と
に
よ
る
と
、
前
述
の
連
載
記
事
は
福
沢
が
執
筆
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
吉
富
書
簡
の
返
簡
と
推
定
さ
れ
る
同
年
五
月
二
八
日
付
吉
富
宛
書
簡
に
お
い
て
、
木
戸
は
そ
の
新
聞
を
送
付
す
る
よ
う
求
め
て
いる。『木戸文書』第六、’’’’八頁（同書は年代を明治八
年
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
九
年
の
誤
り
で
あ
る
）
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
対
す
る
返
簡
と
し
て
同
年
六
月
九
日
付
吉
富
書
簡
（
『
尺
憤
』
三
九
）
は
、
福
沢
の
記
事
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
木
戸
が
開
明
の
基
を
開
い
て
き
た
こ
と
は
「
三
尺
之
童
」
に
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
述べた。
福
沢
諭
吉
が
明
治
政
府
の
指
導
者
の
中
で
、
木
戸
と
最
も
親
密
な
（１）
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
福
沢
の
学
識
は
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、
大
久
保
は
明
治
元
年
閨
四
月
二
日
付
木
戸
孝允宛書簡の中で、西周や福沢諭吉らの「芸者」、即ち洋
（２）
学
に
通
じ
た
人
材
の
登
用
を
提
案
し
て
い
る
。
そ
の
頃
福
沢
に
は
任
（
Ⅲ
）
こ
れ
よ
り
先
、
『
東
京
日
日
新
聞
』
編
輯
長
の
久
保
田
貫
一
は
、
明
治
九
年
五
月
一
八
日
付
の
同
紙
に
論
説
（
無
題
）
を
寄
せ
、
「
愛
国
の
精
神
は
一
国
の
元
気
な
り
。
自
治
の
気
象
は
社
会
の
肝
脳
な
り
」
「
中
央
集
権
と
地
方
分
権
と
は
政
治
の
二
大
方
向
な
り
」
と
し
て
地
方
分
権
を
提
唱
し
て
お
り
、
ま
た
同
六
月
五
日
付
同
紙
の
論
説
（
無
署
名
・
無
題
）
に
も
「
中
央
政
府
は
（
中
略
）
徴
税
権
の
幾
分
を
地
方
官
に
与
へ
、
地
方
歳
入
金
の
幾
分
を
以
て
其
の
地
方
の
必
需
に
給
す
る
こ
と
を
許
る
す
を
良
策
と
な
す
」
と
い
う
地
方
分
権
の
提
唱
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
は
木
戸
と
福
地
と
の
親
密
な
関
係
を
反
映
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。
坂
本
多
加
雄
『
近
代
日
本
精
神
史
論
』
二
七
七
’
二
七
八
頁
、
講
談
社
、
学
術
文
庫
一
二
四
六
、
’
九
九
六
年
。
な
お
、
こ
の
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
分
権
と
い
う
タ
ー
ム
を
含
む
言
説
状
況
に
つ
い
て
は
、
松
田
宏
一
郎
「
福
沢
諭
吉
と
「
公
」
・
「
私
」
「
分
」
の
再
発
見
」
参
照
、
立
教
法
学
会
編
・
刊
『
立
教
法
学
』
四
三
号
、
’
九
九
六年、所収。
四
福
沢
諭
吉
『
分
権
論
』
と
の
近
似
性
五
＝￣
Hosei University Repository
官
の
勧
誘
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
が
、
彼
は
い
ず
れ
も
断
っ
て
い
た
（３）
と
い
う。
木
戸
が
福
沢
と
初
め
て
会
見
し
た
の
は
、
明
治
六
年
九
月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
日
、
福
沢
は
長
与
専
斎
、
児
玉
厚
一
郎
ら
と
共
に
木
戸
を
訪
ね
、
恐
ら
く
征
韓
問
題
の
件
で
あ
ろ
う
が
、
時
勢
を
談
（４）
じ
辻
〈
に
慨
嘆
し
て
い
る
。
福
沢
は
同
月
七
日
に
も
木
戸
を
再
訪
問
し
（５）
て
い
る
が
、
同
一
六
日
に
は
木
戸
が
福
沢
を
訪
ね
昼
食
を
間
に
挟
ん
（６）
で
約
七
時
間
に
わ
た
っ
て
会
談
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、
征
韓
問
題
が
決
着
を
見
る
と
、
大
久
保
は
福
沢
（７）
の登用を構想し、伊藤を通じて木一Ｐにその件を打診した。
そ
の
発
端
は
、
岩
倉
使
節
団
の
帰
国
後
に
大
久
保
と
木
戸
が
そ
れ
ぞ
れ
政
府
に
提
出
し
た
立
憲
政
体
に
関
す
る
意
見
書
に
あ
り
、
大
久
保
は
政
体
改
革
の
調
査
要
員
と
し
て
福
沢
を
候
補
に
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
案
に
対
し
て
伊
藤
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
伊
藤
に
よ
れ
ば
、
学
者
を
登
用
し
た
も
の
の
、
そ
の
「
見
識
」
「
道
理
」
を
不
採
用
と
し
た
場
合
に
は
、
彼
を
失
望
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
木
戸
も
、
日
本
の
実
情
に
合
致
し
た
政
体
の
創
設
は
現
に
政
治
を
担
当
す
る
も
の
が
「
誠
心
」
を
持
っ
て
「
デ
ス
ポチック」（□の呂・ロ・）に行う他はないとし、またその頃
政
体
改
革
案
の
調
査
を
依
頼
し
て
い
た
洋
学
者
西
村
茂
樹
の
構
想
に
（８）
落
胆
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
福
沢
の
登
用
に
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
法
政
史
学
第
五
十
号
そ
の
際
、
木
戸
は
「
学
者
之
説
は
在
今
日
而
は
広
く
も
と
め
て
取
捨
す
る
ま
で
之
事
」
と
も
述
べ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
頃
の
福
沢
と
の
交
流
も
そ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
明
治
七
年
一
月
一
○
日
に
福
沢
は
児
玉
と
共
に
木
戸
を
（９）
訪問し、時勢を談じている。板垣一らによって民選議院設立
建
白
書
が
左
院
に
提
出
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
一
週
間
後
の
同
一
七
日
で
あ
る
。
こ
の
頃
福
沢
は
木
戸
の
と
こ
ろ
に
「
折
々
来
訪
」
し
て
お
り
、
こ
の
建
白
書
に
関
し
て
両
人
は
批
判
的
意
見
を
共
有
し
て
い
（川）た。そのあとの（ロ湾出兵問題についても両者の批判的立場
は
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
。
福
沢
は
、
『
明
六
雑
誌
』
に
発
表
し
た
（Ⅱ）
「征台和議ノ演説」において、慎重な表現なが『ｂも、清国
か
ら
得
た
「
償
金
」
が
戦
費
を
償
う
に
足
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
軍
艦
や
武
器
を
西
洋
先
進
国
か
ら
購
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
で
は
戦
争
は
勘
考
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
財
政
的
見
地
か
ら
台
湾
出
兵
策
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る。明治八年三月一一五日、木戸は田中不二麿文部大輔との約
束
に
よ
っ
て
福
沢
、
西
村
、
加
藤
弘
之
、
津
田
真
道
、
箕
作
麟
祥
、
小
幡
篇
次
郎
ら
の
会
合
に
参
加
し
、
約
二
時
間
を
費
や
し
て
い
る
。（皿）
ここに会ムロしたメンバーはいずれも明六社の同人である。
木
戸
の
洋
学
者
と
の
交
流
姿
勢
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
と
見
て
五
四
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良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
政
権
運
営
に
対
す
る
木
戸
の
落
胆
が
大
き
く
な
り
、
ま
た
政
府
批
判
の
声
と
共
に
木
戸
批
判
も
高
ま
る
中
で
、
福
沢
と
の
関
係
は
よ
り
一
層
親
密
の
度
を
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
二
月
一
四
日
福
沢
の
来
訪
に
関
連
し
て
木
戸
は
、
福
沢
が
木
戸
の
苦
境
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
と
し
て
「
心
切
に
感
す
（旧）
る
」
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。
（Ｍ）
と
こ
ろ
が
、
明
治
九
年
四
月
二
五
日
付
田
中
不
二
麿
宛
書
簡
に
は
福沢に対する批判的言辞が記される。福沢が「デスポチッ
ク
」
を
称
揚
し
、
そ
れ
を
説
い
て
廻
っ
て
い
る
と
し
て
、
木
戸
は
こ
れ
を
三
時
之
差
略
」
か
も
知
れ
な
い
が
「
学
者
之
大
罪
」
で
あ
り
、
何
事
も
「
正
直
に
忠
告
」
す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
状
況
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
脈
か
ら
推
察
す
る
な
ら
ば
、
福
沢
は
木
戸
が
従
来
提
唱
し
て
き
た
「
デ
ス
ポ
チ
ッ
ク
」
論
に
必
ず
し
も
同
調
し
て
こ
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
時
点
で
同
調
姿
勢
を
見
せ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
福
沢
批
判
が
、
そ
う
し
た
福
沢
の
姿
勢
を
変
節
と
見
た
結
果
な
の
か
、
あ
る
い
は
本
心
か
ら
で
は
な
い
何
ら
か
の
政
治
戦
略
的
な
に
お
い
を
感
じ
取
っ
た
結
果
な
の
か
は
判
断
出
来
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
木
戸
の
年
来
の
主
張
に
福
沢
が
同
調
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
批
判
は
木
戸
が
皮
肉
混
じ
り
に
優
越
感
を
表
明
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
前
述
の
通
り
、
五
月
に
入
っ
て
吉
富
が
木
木戸孝允覚書（長井）
戸
に
佐
賀
の
乱
か
ら
台
湾
出
兵
を
経
て
当
時
ま
で
の
政
局
を
記
し
た
福
沢
の
新
聞
記
事
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
木
戸
が
閲
覧
し
た
い
と
述
べ
（旧）
て
い
た
が
、
木
一
Ｐ
と
福
沢
の
関
係
は
依
然
と
し
て
良
好
で
あ
っ
た
と
いえよう。
明
治
一
○
年
に
入
っ
て
か
ら
の
両
者
の
関
係
を
示
す
記
事
は
二
点
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
両
者
の
友
好
的
な
関
係
を
推
察
さ
せ
る
も
の
で
ある。その一つは、木戸の日記一月一一一日の条であるが、そ
こ
に
は
木
戸
が
九
鬼
隆
一
邸
で
福
沢
と
数
時
間
談
話
し
た
こ
と
が
記
（Ⅲ）
されている。いま一つは、’’一月一一一日付の田中不二麿宛木一Ｐ
（Ⅳ）
書
簡
で
あ
る
。
そ
の
中
で
木
戸
は
、
こ
の
機
会
に
「
第
二
之
維
新
」
と
し
て
「
平
均
」
策
、
即
ち
薩
摩
藩
な
ど
の
「
強
県
」
と
そ
の
他
の
「
弱
県
」
と
の
格
差
を
解
消
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
西
南
戦
争
の
現
地
へ
の
出
張
を
願
い
出
て
い
た
。
そ
れ
に
関
し
て
「
福
沢
氏
よ
り
も
伝
言
御
座
候
」
と
記
し
て
あ
る
。
こ
の
伝
言
と
は
、
木
戸
の
そ
れ
と
同
様
に
戦
後
の
政
治
方
針
の
確
立
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
政
治
構
想
に
つ
い
て
最
晩
年
の
木
戸
は
福
沢
と
意
見
交
換
し
得
る
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
う
し
た
両
者
の
親
密
な
関
係
の
中
で
福
沢
の
「
分
権
（旧）
論」と木一戸の分権聿輌との近似性を指摘しておきたい。福沢
の
「
分
権
論
」
は
当
時
の
士
族
の
有
り
様
と
士
族
反
乱
の
原
因
を
分
析
し
つ
つ
「
地
方
分
権
の
大
略
を
論
し
た
る
も
の
」
で
あ
り
、
そ
の
五五
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中
で
大
要
次
の
よ
う
な
主
張
を
展
開
し
て
い
た
。
即
ち
、
国
権
を
政
権
と
治
権
と
に
二
分
し
、
治
権
を
地
方
に
付
与
し
士
族
有
志
の
輩
に
分
任
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
政
権
に
は
、
法
律
の
制
定
、
徴
兵
制
の
実
施
、
軍
事
の
権
限
、
租
税
の
徴
収
、
外
交
、
和
戦
の
決
定
、
貨
幣
の
鋳
造
な
ど
が
属
し
、
こ
れ
ら
は
中
央
政
府
が
担
当
す
る
、
一
方
、
治
権
に
は
地
方
人
民
の
幸
福
を
図
る
事
項
、
即
ち
警
察
事
務
、
道
路
橋
梁
堤
防
の
営
繕
、
学
校
社
寺
遊
園
の
造
作
、
衛
生
事
務
な
ど
が
属
し
、
こ
れ
ら
は
地
方
が
担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
士
族
有
志
の
輩
と
は
武
家
に
限
ら
ず
、
「
読
書
武
術
等
の
一
芸
に
志
し
て
天
下
の
事
を
心
頭
に
掛
ろ
者
」
と
し
た
。
し
か
し
、
福
沢
の
本
意
が
社
会
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
と
し
て
の
士
族
に
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
（旧）
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
士
族
に
治
権
を
分
任
さ
せ
る
こ
と
と
は
、
彼
ら
を
区
長
や
戸
長
に
任
命
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
民
選
に
（卯）
よ
る
地
方
議
会
の
代
議
人
と
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
分
権
論
の
背
景
と
し
て
は
、
不
平
士
族
対
策
の
必
要
性
、
中
央
偏
重
と
従
順
な
地
方
と
い
う
実
情
、
財
政
救
済
策
の
必
要
性
、
将
来
に
お
け
る
条
約
改
正
達
成
に
備
え
て
の
人
民
の
自
治
の
養
成などが述べられていた。
以
上
の
よ
う
な
福
沢
の
分
権
論
が
晩
年
の
木
戸
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
か
否
か
は
実
証
し
得
な
い
。
し
か
し
、
西
南
戦
争
を
第
二
の
維
新
の
契
機
と
捉
え
て
戦
後
の
政
治
構
想
を
互
い
に
語
り
合
っ
て
い
た
と
法
政
史
学
第
五
十
号
す
る
な
ら
ば
、
福
沢
の
分
権
論
が
木
戸
に
伝
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
何
よ
り
も
先
ず
、
地
方
自
治
制
度
創
設
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
、
ま
た
そ
の
担
い
手
と
し
て
の
士
族
（
木
戸
に
あ
っ
て
は
中
等
以
上
の
人
民
、
福
沢
に
あ
っ
て
は
ミ
ド
ル
（Ⅲ）
ク
ラ
ス
）
へ
の
期
待
感
に
お
け
る
共
通
性
、
さ
三
ｂ
に
民
選
議
院
、
即
ち
国
会
の
早
期
開
設
論
に
対
す
る
冷
淡
な
態
度
と
い
う
共
通
性
（
そ
れ
は
言
い
換
え
る
な
ら
ば
漸
進
的
開
化
論
に
つ
い
て
の
共
通
性
で
も
あ
る
）
な
ど
は
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
木
戸
の
岩
倉
使
節
団
に
お
け
る
地
方
自
治
認
識
は
、
福
沢
が
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
の
『
経
済
学
』
や
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
「
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
な
ど
の
書
物
か
ら
得
た
地
方
自
治
に
関
す
る
知
見
と
合
流
し
て
、
大
久
保
政
権
に
対
す
る
西
南
戦
争
後
の
新
た
な
政
策
課
題
を
提
示
し
た
と
い
え
よ
う
。
註（
１
）
富
田
正
文
『
考
証
福
沢
諭
吉
伝
』
下
、
四
四
五
’
四
四
七
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
。
以
下
、
木
戸
と
福
沢
の
親
交
に
関
す
る
記
述
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
同
書
に
依
る
。
（
２
）
「
尺
摘
」
一
四
。
結
局
、
こ
の
登
用
案
は
実
現
し
て
い
な
い
。
（
３
）
石
河
幹
明
『
福
沢
諭
吉
伝
』
第
一
巻
、
五
六
七
’
五
七
五
頁
、
岩
波
書
店
、
’
九
三
一
一
年
。
な
お
、
福
山
藩
で
は
福
沢
諭
吉
に
教
育
関
係
書
の
翻
訳
を
依
頼
し
「
幼
年
婦
女
子
」
「
童
蒙
」
の
教
育
に
役
立
五
六
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て
よ
う
と
し
た
と
い
う
。
明
治
三
年
一
一
月
一
五
日
付
柏
村
数
馬
宛
広沢真臣書簡、「広沢真臣文書」六五’三、明治一一一年一一一
月
一
三
日
付
広
沢
真
臣
宛
柏
村
数
馬
書
簡
、
「
宍
戸
磯
関
係
文
書
」
’
三
ｌ
｜
、
両
文
書
共
に
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
。
（４）『木戸日記』第二、四一一一頁。児玉は、長州藩出身で大
政
官
の
特
命
に
よ
っ
て
米
国
に
留
学
し
当
初
刑
部
省
の
、
同
省
廃
止
後
は
司
法
省
の
監
督
を
受
け
、
法
学
士
の
称
号
を
得
て
明
治
四
年
四
月
帰
国
し
た
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
大
政
類
典
」
第
二
編
第
二
四
八
巻
学
制
六
生
徒
三
「
米
国
留
学
生
児
玉
厚
一
郎
帰
朝
井
拝
借
金
処
分
」
請
求
記
号
二
Ａ
・
九
・
太
四
七
一
）
。
当
時
、
慶
応
義
塾
生
の
希
望
者
に
法
律
を
教
え
て
い
た
と
い
う
。
後
に
、
明
治
二
五
年
大
審
院
長
児
島
惟
謙
を
巻
き
込
ん
だ
い
わ
ゆ
る
司
法
官
弄
花
事
件
に
際
し
て
児
玉
は
児
島
を
告
発
し
た
同
院
判
事
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
楠
精
一
郎
『
児
島
惟
謙
』
八
四
’
八
五
頁
、
中
央
公
論
社
、
’
九
九
七
年。
（５）『木戸日記』第一一一、四一一二頁。
（
６
）
同
右
、
四
二
五
頁
。
（７）明治六年一一月二一日付伊藤博文書簡、「尺憤」一一八。
（
８
）
明
治
六
年
一
一
月
二
一
一
日
付
伊
藤
博
文
宛
木
戸
孝
允
書
簡
、
第
一
章
註
（
７
）
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
第
四
、
二
一
八
頁
。
な
お
、
西
村の構想については福地前掲書二一一一四’二一一一五頁参照。西
村
は
、
華
族
と
士
族
（
｜
府
県
に
つ
き
二
名
を
選
挙
）
に
よ
る
国
会
を
構
想
し
て
い
た
が
、
木
戸
は
こ
れ
を
非
現
実
的
で
あ
る
と
し
て
批
判
し
た
。
な
お
、
木
戸
の
「
デ
ス
ポ
チ
ッ
ク
」
論
と
は
、
国
が
開
化
木戸孝允覚書（長井）
に
至
ら
な
い
場
合
に
は
民
意
を
受
け
止
め
る
「
君
主
の
英
断
」
に
よ
り
「
有
司
」
に
政
治
を
付
託
し
国
民
を
文
明
の
域
に
導
か
ざ
る
を
得
な
い
、
そ
し
て
文
明
国
の
国
民
は
「
天
賦
の
自
由
」
を
持
ち
権
利
を
行
使
す
る
と
共
に
一
国
の
公
事
を
担
う
義
務
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
、
第
一
章
註
（
１
）
「
明
治
六
年
七
月
憲
法
制
定
の
建
言
書
」
。
な
お
、
木
戸
の
こ
う
し
た
「
デ
ス
ポ
チ
ッ
ク
」
肯
定
論
は
、
新
聞
紙
条
例
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
姿
勢
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
明
治
八
年
六
月
一
一
二
日
付
伊
藤
博
文
宛
書
簡
、
『
木
戸
文
書
』
第
六
、
’
五
○
頁。
（
９
）
『
木
戸
日
記
』
第
二
、
四
七
七
頁
。
（旧）第二章註（皿）、明治七年一月日付不明松本鼎宛書簡。
（
ｕ
）
同
誌
第
二
一
号
、
’
’
四
頁
、
明
治
七
年
一
一
月
刊
、
大
久
保
利
謙
監
修
『
復
刻
版
明
六
雑
誌
自
第
十
五
号
至
第
三
十
号
』
立
体
社
、
一
九
七
六
年
、
所
収
。
（
旭
）
『
木
戸
日
記
』
第
三
、
’
六
七
頁
。
（
旧
）
同
右
、
二
五
九
’
一
一
六
○
頁
。
板
垣
や
島
津
久
光
の
下
野
に
対
す
る
政
府
批
判
が
木
戸
批
判
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
年
二
月
五
日
木
戸
は
井
上
に
誘
わ
れ
て
田
中
が
主
催
す
る
「
学
者
連
」
の
会
合
に
出
席
し
て
い
る
（
同
上
、
二
五
六
頁
）
。
翌
六
日
付
の
井
上
馨書簡（「尺續」一一一六）は前日の会合の件に触れつつ、同
月
二
日
に
小
室
信
夫
方
に
お
い
て
福
沢
と
再
会
の
約
束
が
あ
る
こ
と
を
木
戸
に
知
ら
せ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
前
日
の
会
合
で
木
戸
は
福
沢
と
会
見
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
返
簡
と
な
る
同
月
八
日
付
の
井
五
七
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上
馨
宛
書
簡
（
『
木
戸
文
書
」
第
六
、
一
一
八
五
’
二
八
六
頁
）
の
中
で
も
木
戸
は
福
沢
の
「
心
切
」
に
言
及
し
て
い
る
。
（ｕ）『木戸文書』第七、四三一一’四一一一一一一頁。
（旧）第三章註（別）参照。
（
旧
）
『
木
戸
日
記
』
第
三
、
四
七
五
頁
。
（Ⅳ）第二章註（Ⅳ）参照。
（
旧
）
以
下
の
記
述
に
際
し
て
は
、
富
田
正
文
編
『
福
沢
諭
吉
選
集
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店
、
’
九
八
一
年
）
の
「
分
権
論
」
六
’
八
六
頁
と
解説（鳥海靖稿）一一一一五’三四○頁、石川一一一一一夫『日本的
自
治
の
探
求
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
’
九
九
五
年
、
前
掲
松
田
論
文
、
を
参
照
し
た
。
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
引
用
は
前
掲
『
福
沢
諭
吉
選
集
』
第
五
巻
に
依
る
。
福
沢
の
「
分
権
論
」
は
明
治
九
年
一
一
月
半
ば
か
ら
約
一
ケ
月
を
か
け
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
執
筆
の
背
景
に
は
そ
の
直
前
に
生
じ
た
熊
本
、
山
口
、
福
岡
な
ど
に
お
け
る
不
平
士
族
の
反
乱
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
明
治
一
○
年
一
一
月
で
あ
る
。
福
沢
が
分
権
と
い
う
タ
ー
ム
で
地
方
自
治
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
は
、
他
に
「
通
俗
民
権
論
」
（
明
治
一
一
年
）
、
「
通
俗
国
権
論
」
（
同
上
）
が
あ
る
。
松
田
論
文
は
、
福
沢
の
「
分
権
論
」
を
、
福
沢
が
維
新
後
に
お
い
て
江
戸
時
代
と
は
異
な
る
政
府
（
公
）
の
職
分
と
国
民
（
私
）
の
職
分
と
の
分
界
の
再
発
見
を
試
み
た
と
い
う
視
点
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
分
権
を
地
方
分
権
と
し
て
の
み
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
（旧）前掲鳥海解説（一一一一九’三二四頁）、参照。福沢は「分
権
論
」
執
筆
の
意
図
と
し
て
「
今
の
士
族
に
左
但
し
之
を
利
用
せ
ん
法
政
史
学
第
五
十
号
と
の
趣
意
な
り
」
（
明
治
九
年
一
二
月
二
○
日
付
山
口
広
江
宛
書
簡
）
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
封
建
制
度
を
嫌
悪
し
た
福
沢
が
、
士
族
あ
る
い
は
士
族
の
精
神
に
期
待
を
寄
せ
た
こ
と
は
改
め
て
強
調
さ
れ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
（卯）前掲松田論文（’’’’’一一一二頁）は、この場合の「代
議
人
」
は
人
民
に
進
退
の
権
を
握
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
専
門
職
で
は
な
く
、
ま
た
、
地
方
行
政
の
実
際
的
な
専
門
技
術
は
、
そ
の
地
位
に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
士
族
個
人
に
期
待
し
た
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
与
え
ら
れ
た
領
域
の
秩
序
あ
る
運
営
を
担
う
士
族
の
能
力
に
期
待
し
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
た
。
本
稿
も
こ
れ
と
同
じ
見
解
に
立
つ
が
、
松
田
氏
の
第
二
の
視
点
は
、
前
述
の
通
り
、
福
沢
が
士
族
を
区
長
、
戸
長
に
任
じ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
も
通
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
（
Ⅲ
）
木
戸
は
、
士
族
の
漸
進
的
解
体
を
願
う
（
こ
れ
も
木
戸
が
一
貫
し
て
主
張
し
続
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
）
と
い
う
全
体
の
文
脈
の
中
で
、
四
民
の
中
で
「
廉
恥
」
「
愛
国
」
「
義
務
」
は
士
族
に
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
認
識
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
国
安
を
害
す
る
恐
れ
」
を
指
摘
し
な
が
ら
も
「
之
（
士
族
）
を
撲
滅
す
れ
ば
減
し
て
後
に
社
会
の
元
気
を
損
」
す
る
な
ど
と
し
て
士
族
あ
る
い
は
士
族
の
誠
心
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
「
非
禄
税
議
及
び
減
禄
制
建
議
」
明
治
六
年
一
一
一
月
七
日
、
『
松
菊
木
戸
伝
』
下
、
’
六
四
三
’
’
六
四
六
頁
、
’
九
二
七
年
、
前
掲
松
田
論
文
、
’
○
九
頁
。
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明
治
六
年
政
変
以
後
の
大
久
保
に
よ
る
外
征
策
や
勧
業
政
策
な
ど
の
政
権
運
営
に
対
し
て
、
木
戸
は
そ
れ
ら
が
政
変
時
の
内
治
優
先
論
に
反
す
る
と
し
て
批
判
し
続
け
た
。
病
気
を
理
由
に
欠
勤
し
が
ち
な
木
戸
が
そ
う
し
た
不
満
を
長
州
閥
の
人
々
に
漏
ら
し
続
け
た
こ
と
は
、
｜
面
に
お
い
て
陰
険
、
陰
湿
な
木
戸
像
を
構
成
し
か
ね
な
い
。
一
方
、
大
久
保
は
大
阪
会
議
に
お
い
て
木
戸
の
主
張
を
受
け
入
れ
る
態
度
を
示
し
つ
つ
、
何
よ
り
も
木
戸
の
政
府
復
帰
を
図
っ
た
が
、
そ
れ
は
木
戸
の
影
響
下
に
あ
る
長
州
閥
の
不
満
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
る
政
権
内
部
の
安
定
と
外
部
か
ら
の
政
府
批
判
に
対
す
る
い
わ
ば
責
任
分
担
要
員
の
確
保
と
を
主
眼
と
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
出
来
る
。
こ
う
し
た
両
者
の
関
係
に
お
い
て
、
木
戸
が
一
般
的
評
価
と
し
て
陰
険
、
陰
湿
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
れ
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
そ
の
漸
進
的
開
化
論
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
大久保の怜捌な人物像は次のような点から改めて確認され
るのである。
木
戸
の
分
権
論
は
、
結
局
全
体
的
に
は
大
久
保
主
導
に
よ
る
三
新
（１）
法に受け継がれたとい》えよう。地域の財政を議題とする地
方官と公選代議人とによる自治的協議機関の創設という構
想
自
体
は
確
実
に
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
一
一
年
三
月
の
大
お
わ
り
に
木戸孝允覚書（長井）
久
保
意
見
書
（
註
（
２
）
参
照
）
は
、
地
方
官
へ
の
「
分
権
」
と
地
方
議
会
へ
の
「
独
立
ノ
公
権
」
付
与
と
を
明
記
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
三新法の原点となる立法作業はすでに内務省の松田道之ら
に
よ
っ
て
、
遅
く
と
も
木
戸
が
い
ま
だ
存
命
中
の
明
治
一
○
年
初
頭
（２）
には着手されていた。したがって、大久保は木一Ｐの分権論
に
対
応
す
る
作
業
を
進
め
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
出
来
上
が
っ
た
三
新
法
は
、
木
戸
が
構
想
し
た
町
村
会
か
ら
漸
次
区
会
、
府
県会に及ぶという漸進的、体系的な制度改革とは異なるも
の
と
な
っ
た
。
大
久
保
が
区
会
（
郡
区
町
村
編
制
法
に
お
け
る
区
は
、
そ
れ
ま
で
の
大
区
小
区
制
に
お
け
る
も
の
と
は
異
な
り
、
そ
の
後
の
市
と
い
う
自
治
行
政
区
画
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
）
や
町
村
会
に
関
す
る
法
令
に
先
立
っ
て
府
県
会
規
則
を
制
定
し
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
地
方
民
会
と
総
称
さ
れ
る
中
で
適
宜
行
わ
れ
て
き
た
同
種
の
協
議
機
関
を
前
提
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
大
久
保
が
そ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
の
は
第
一
回
地
方
官
会
議
に
参
集
し
た
府
知
事
、
県
令
な
ど
に
一
定
程
度
の
信
頼
感
を
置
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
大
久
保
に
と
っ
て
、
第
一
回
地
方
官
会
議
と
は
そ
の
よ
う
な
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
区
町
村
会
法
は
明
治
一
三
年
四
月
に
至
っ
て
漸
く
発
布
さ
れ
た
。
こ
の
意
味
で
は
、
大
久
保
は
木
戸
の
分
権
論
を
採
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
大
久
保
の
勇
断
な
い
し
急
進
性
は
な
お
引
き
続
五
九
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き
保
た
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
す
で
に
木
戸
は
亡
く
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
て
維
新
以
来
最
大
の
地
方
制
度
改
革
は
大
久
保
を
主
役
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
木
戸
の
分
権
論
は
そ
の
死
に
よ
っ
て
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
は
否
で
あ
る
。
実
は
、
明
治
九
年
六
月
に
洋
行
の
途
に
就
い
た
井
上
が
木
戸
の
分
権
論
を
継
承
す
る
意
志
を
表
明
し
て
い
た
。
井
上
は
洋
行
出
発
後
の
明
治
一
○
年
五
月
二
一
（３）
日
付
三
条
実
美
宛
書
簡
の
中
で
中
央
の
権
威
を
追
々
減
殺
し
、
政
府
と
人
民
の
距
離
を
近
づ
け
る
方
策
を
採
ら
な
け
れ
ば
全
国
の
開
化
に
は
至
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
た
が
、
木
戸
の
死
後
に
は
中
央
政
府
か
ら
地
方
へ
の
、
ま
た
地
方
官
か
ら
人
民
へ
の
分
権
の
必
要
と
共
に
、
（４）
「同氏（木戸）平生之宿士ロヲ続キ候様仕度候」と述べるに
至
っ
た
。
そ
の
後
、
伊
藤
が
井
上
の
意
見
に
同
意
し
た
こ
と
を
受
け
（
５
）
（
６
）
（
７
）
て、青木や品川にも井上の意志が伝》えられた。長州閥は井
上
を
中
心
と
し
て
木
戸
の
分
権
論
を
最
優
先
の
政
策
課
題
と
し
て
継
承
す
る
姿
勢
を
確
認
し
合
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
局
そ
の
実
行
は
三
新
法
の
発
布
に
よ
っ
て
凍
結
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
実
施
さ
れ
た
府
県
会
に
お
け
る
度
重
な
る
紛
糾
に
鑑
み
て
、
地
方
自
治
と
い
う
概
念
の
下
に
地
方
制
度
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
た
の
は
長
州
閥
の
山
県
有
朋
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
山
県
が
木
戸
の
分
権
論
に
触
れ
た
史
料
は
見
出
せ
法
政
史
学
第
五
十
号
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
山
県
が
木
戸
の
分
権
論
か
ら
影
響
を
受
け
た
の
か
否
か
は
知
り
得
な
い
。
し
か
し
、
明
治
前
期
の
地
方
自
治
制
度
創
設
構
想
が
木
戸
、
井
上
、
山
県
と
い
う
長
州
閥
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
来
た
流
れ
を
読
み
取
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
（
井
上
の
場
合
、
後
年
の
自
治
党
構
想
と
絡
め
て
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う）。そして、この間青木が果たした役割も重要である。
外
交
官
の
青
木
は
地
方
自
治
制
度
創
設
に
お
い
て
も
忘
れ
得
な
い
長
州閥の一人である。
ド
イ
ツ
留
学
生
青
木
の
木
戸
へ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
一
つ
の
要
因
と
し
て
構
想
さ
れ
た
木
戸
の
分
権
論
は
、
漸
進
的
開
化
論
と
い
う
基
盤
の
上
に
構
想
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
が
、
大
久
保
の
政
権
運
営
に
対
す
る
一
定
の
制
約
要
因
と
な
っ
た
。
木
戸
の
政
治
指
導
は
大
久
保
ほ
ど
直
接
的
、
実
務
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
結
局
両
者
の
政
治
指
導
は
相
俟
っ
て
立
憲
政
体
へ
の
道
を
切
り
開
き
つ
つ
、
三
新
法
（
特
に
府
県
会
規
則
）
と
い
う
終
着
点
に
辿
り
着
い
た
の
で
あ
る
。
註（
１
）
亀
掛
川
浩
『
自
治
制
度
五
十
年
（
制
度
篇
）
』
四
二
－
四
四
頁
、
良
書
普
及
会
、
’
九
四
○
年
、
文
生
書
院
、
’
九
七
七
年
復
刻
。
（
２
）
渡
辺
直
子
「
「
地
方
税
」
の
創
出
’
三
新
法
体
制
下
の
土
木
費
負
担
Ｉ
」
’
三
三
‐
一
七
二
頁
高
村
直
助
編
『
道
と
川
の
近
代
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
所
収
。
渡
辺
論
文
は
、
従
来
明
六
○
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治
九
年
と
推
定
さ
れ
て
来
た
井
上
毅
の
意
見
書
「
民
寶
賦
課
法
一
一
関
ス
ル
意
見
書
」
が
明
治
一
○
年
一
月
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
と
共
に
、
そ
れ
が
改
定
さ
れ
た
あ
と
の
松
田
道
之
の
意
見
書
「
民
費
賦
課
法
ノ
儀
二
付
上
申
」
と
明
治
一
一
年
三
月
の
大
久
保
に
よ
る
「
地
方
ノ
体
制
及
地
方
官
ノ
職
制
ヲ
改
定
シ
地
方
会
議
ノ
法
ヲ
設
立
ス
ル
ノ
主
義
」
と
の
異
同
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
（
３
）
「
三
条
家
文
書
（
書
簡
の
部
）
」
第
七
冊
「
一
七
九
丼
上
馨
書
簡
」
の
第
四
番
書
簡
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
。
（
４
）
明
治
一
一
年
二
月
一
四
日
付
山
田
顕
義
宛
井
上
馨
書
簡
、
井
上
馨
侯
伝
記
編
纂
会
『
世
外
井
上
公
伝
』
第
二
巻
、
七
五
九
頁
、
原
書
房
、
’
九
六
八
年
復
刻
。
（
５
）
明
治
一
一
年
三
月
五
日
付
沖
守
固
宛
井
上
馨
書
簡
、
「
沖
守
固
文
書
」
中
「
一
二
丼
上
軽
書
簡
」
の
第
四
番
書
簡
、
国
立
国
会
図
書
館
憲政資料室所蔵。
（
６
）
明
治
一
一
年
四
月
四
日
付
青
木
周
蔵
宛
井
上
馨
書
簡
、
「
青
木
文
書」中「四井上馨書簡」の第四番書簡、以下同右。
（
７
）
明
治
一
一
年
五
月
二
六
日
付
品
川
称
二
郎
宛
青
木
周
蔵
書
簡
、
尚
友
倶
楽
部
品
川
弥
一
一
郎
関
係
文
書
編
纂
委
員
会
「
品
川
称
二
郎
関
係
文書』｜、一六一’’六三頁、山川出版社、一九九一一一年。
木
戸
孝
允
覚
書
（
長
井
）
ニハ一
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